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(57)【要約】
一例において、ビデオデータを送信するための方法は、
それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング
可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを
取り込むことと、グラフィカルコマンドトークンの複数
のセットのグラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセッ
トの前のセットの長さと同一であるとの決定に応答して
、ソースデバイスによって、シンクデバイスにグラフィ
カルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されたバー
ジョンを出力することとを含む。
【選択図】図７Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを送信するための方法であって、
　それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドト
ークンの複数のセットを取り込むことと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセットの
長さと同一であるとの決定に応答して、ソースデバイスによって、シンクデバイスにグラ
フィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、前記ソースデバイスによ
って前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮され
ていないバージョンを出力すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、前記方法は、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトー
クンの前記前のセットの前記長さとは異なるとの決定に応答して、
　　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前の
セット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定することと
、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答し
て、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの
前記現在のセットの第２の圧縮されたバージョンを出力することと、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応
答して、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
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　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの特定のグラフィカルコマンドトー
クンについて、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの特定のグラフィカルコ
マンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することをさらに備える、請求項４
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前
記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンド
トークンの複数のセットを取り込み、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセット
の長さと同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力する
　ために、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュ
ールと
　を備えるソースデバイス。
【請求項１１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
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　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１２】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項１１に記載の
ソースデバイス。
【請求項１３】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、前記少なくとも１つのモ
ジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
圧縮されていないバージョンを出力することを前記１つまたは複数のプロセッサによって
さらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
長さがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
のグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答して
、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの第２の圧縮
されたバージョンを出力し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応答
して、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮さ
れていないバージョンを出力する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項１０に
記載のソースデバイス。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　によってグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することを前記１つまたは複数
のプロセッサによって実行可能である、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
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ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのモジュールは、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの特定のグラフィカルコマンドトークンについて、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの特定のグラフィカルコマンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することを前記１つまたは複数のプ
ロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載のソースデバイス。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのモジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することを前記１つまたは複数のプロセ
ッサによってさらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１９】
　ビデオデータを受信するための方法であって、
　シンクデバイスによって、ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の
指示とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマ
ンドトークンの複数のセットからのものである、
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット並びにグラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカル
コマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカルコマ
ンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに基
づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることと
　を備える、方法。
【請求項２０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの長さと同一である場合に、フレームベースの圧縮を使用して圧縮され
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの長さとは異なる場合に圧縮されない、請求項１９に記載の方法。
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【請求項２２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンを生成するこ
とは、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記それぞれの位置にあるデー
タをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含
まれるデータの前記１つまたは複数のチャンクに置換することを備える
　請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成することと
　をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、グラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似す
る場合に、トークンベースの圧縮を使用して圧縮される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
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ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットに十分には類似しない場合に、圧縮されない、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンと
グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここに
おいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、それぞれビデオデータの
複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットから
のものである、
　　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応
答して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット並びにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカ
ルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成し、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに
基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることを
　前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールと
　を備えるシンクデバイス。
【請求項２８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの前記それぞれの位置にあるデータをグラフィカルコマンドトークンの前記
現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含まれるデータの前記１つまたは複数のチャ
ンクに置換することによって、グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成さ
れたバージョンを生成することを前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能であ
る
　請求項２７に記載のシンクデバイス。
【請求項２９】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定し、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項２７に
記載のシンクデバイス。
【請求項３０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
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められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む
　請求項２９に記載のシンクデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本開示は、ソースデバイスからシンクデバイスへビデオをストリーミングする
ための技法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　ワイヤレスディスプレイ（ＷＤ）システムは、ソースデバイスと１つまたは複
数のシンクデバイスとを含む。ソースデバイスとシンクデバイスの各々とは、ワイヤレス
通信機能を有する有線デバイスまたはモバイルデバイスのいずれかであり得る。例えば、
モバイルデバイスとして、ソースデバイスおよびシンクデバイスのうちの１つまたは複数
は、携帯電話機、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ワイヤレス通信
カード付きポータブルコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスゲームデバイ
ス、ポータブルメディアプレーヤ、またはワイヤレス通信機能を有する他のフラッシュメ
モリデバイスを備え得る。モバイルデバイスはまた、いわゆる「スマート」フォンと「ス
マート」パッドもしくはタブレットと、または他のタイプのワイヤレス通信デバイスを含
み得る。例えば
、有線デバイスとして、ソースデバイスおよびシンクデバイスのうちの１つまたは複数は
、ワイヤレス通信機能を含む、テレビジョン、デスクトップコンピュータ、モニタ、プロ
ジェクタ、および類似物を備え得る。
【０００３】
　[0003]　ソースデバイスは、特定の通信セッションに参加するシンクデバイスのうちの
１つまたは複数に、オーディオデータおよび／またはビデオデータなどのメディアデータ
を送る。メディアデータは、ソースデバイスのローカルディスプレイとシンクデバイスの
ディスプレイの各々との両方で再生され得る。より具体的には、参加するシンクデバイス
の各々は、受信されたメディアデータをそのディスプレイ機器とオーディオ機器とにレン
ダリングする。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]　全般的に、本開示は、圧縮されたグラフィカルコマンドトークン(compressed 
graphical command tokens)を使用してソースデバイス(source device)からシンクデバイ
ス(sink device)にビデオデータを送信するための技法について説明する。
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【０００５】
　[0005]　一例において、ビデオデータを送信するための方法は、それぞれビデオデータ
の複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを
取り込む(capturing)ことと、グラフィカルコマンドトークンの複数のセットのグラフィ
カルコマンドトークンの現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセ
ットの前のセットの長さと同一であるとの決定に応答して、ソースデバイスによって、シ
ンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されたバージョンを
出力することとを含む。
【０００６】
　[0006]　別の例において、ソースデバイスは、メモリと、１つまたは複数のプロセッサ
と、１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールとを含
む。この例において、少なくとも１つのモジュールは、それぞれビデオデータの複数のフ
レームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り込み、
グラフィカルコマンドトークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの現在の
セットの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセットの前のセットの長さと同一
であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現在のセ
ットの圧縮されたバージョンを出力することを、１つまたは複数のプロセッサによって実
行可能である。
【０００７】
　[0007]　別の例において、ソースデバイスは、それぞれビデオデータの複数のフレーム
にレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り込むための手
段と、グラフィカルコマンドトークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセットの前のセットの長さ
と同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現
在のセットの圧縮されたバージョンを出力するための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]　別の例において、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたときに、
ソースデバイスの１つまたは複数のプロセッサに、それぞれビデオデータの複数のフレー
ムにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り込ませる命
令と、グラフィカルコマンドトークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセットの前のセットの長さ
と同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現
在のセットの圧縮されたバージョンを出力させる命令とを記憶する。
【０００９】
　[0009]　別の例において、ビデオデータを受信するための方法は、シンクデバイスによ
って、ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョン
とグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮状況(compression status)の指示
(indication)とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカル
コマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づいて、グラフ
ィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの圧縮を使用し
て圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット並び
にグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの複数
のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づ
いて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョン(reconst
ructed version)を生成することと、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再
構成されたバージョンに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることとを含
む。
【００１０】
　[0010]　別の例において、シンクデバイスは、メモリと、１つまたは複数のプロセッサ
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と、１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールとを含
む。この例において、少なくとも１つのモジュールは、ソースデバイスから、グラフィカ
ルコマンドトークンの現在のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの現在
のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの
現在のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィ
カルコマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づいて、グ
ラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの圧縮を使
用して圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット
並びにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタ(r
eceived delta)に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成され
たバージョンを生成し、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバ
ージョンに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることを１つまたは複数の
プロセッサによって実行可能である。
【００１１】
　[0011]　別の例において、シンクデバイスは、ソースデバイスから、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トの圧縮状況の指示とを受信するための手段と、ここにおいて、グラフィカルコマンドト
ークンの現在のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能な
グラフィカルコマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づ
いて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの
圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前
のセット並びにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドト
ークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信された
デルタに基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージ
ョンを生成するための手段と、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成さ
れたバージョンに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングするための手段とを含
む。
【００１２】
　[0012]　別の例において、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたときに、
シンクデバイスの１つまたは複数のプロセッサに、ソースデバイスから、グラフィカルコ
マンドトークンの現在のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの現在のセ
ットの圧縮状況の指示とを受信させる命令と、ここにおいて、グラフィカルコマンドトー
クンの現在のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグ
ラフィカルコマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づい
て、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの圧
縮を使用して圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前の
セット並びにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトー
クンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデ
ルタに基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョ
ンを生成させる命令と、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバ
ージョンに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングさせる命令とを記憶する。
【００１３】
　[0013]　１つまたは複数の例の詳細は、添付図面と下の説明とに示されている。他の特
徴、目的、および利点は、この説明と図面と特許請求の範囲とから明白になる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオフレームをスト
リーミングするためにソースデバイスによって出力され得る例のコマンドフレーム１００
を示す概念図。
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【図２】本開示の１つまたは複数の技法による、グラフィカルコマンドトークンの一例の
さらなる詳細を示す概念図。
【図３】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスが、通信チャネルを介し
てシンクデバイスに圧縮されたグラフィカルコマンドを送信するように構成される、例の
ワイヤレスディスプレイ（ＷＤ： wireless display）システムを示す概念図。
【図４】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイス４が通信チャネル８を介
してシンクデバイス６にビデオデータをストリーミングするように構成される、図３のソ
ースデバイス４とシンクデバイス６との一例のさらなる詳細を示すブロック図。
【図５Ａ】本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの圧縮を行うためにソ
ースデバイスによって分析され得るトークンの例のセットを示す概念図。
【図５Ｂ】本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの圧縮を行うためにソ
ースデバイスによって分析され得るトークンの例のセットを示す概念図。
【図５Ｃ】本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの圧縮を行うためにソ
ースデバイスによって分析され得るトークンの例のセットを示す概念図。
【図６Ａ】本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオフレームをス
トリーミングするためにソースデバイスによって出力され得る例のコマンドフレームを示
す概念図。
【図６Ｂ】本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオフレームをス
トリーミングするためにソースデバイスによって出力され得る例のコマンドフレームを示
す概念図。
【図７Ａ】本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオデータをスト
リーミングするためのソースデバイスの例の動作を示す流れ図。
【図７Ｂ】本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオデータをスト
リーミングするためのソースデバイスの例の動作を示す流れ図。
【図８】本開示の１つまたは複数の技法による、フレームベースの圧縮を使用してシンク
デバイスにビデオデータをストリーミングするためのソースデバイスの例の動作を示す流
れ図。
【図９】本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの圧縮を使用してシンク
デバイスにビデオデータをストリーミングするためのソースデバイスの例の動作を示す流
れ図。
【図１０】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスからストリーミングビ
デオデータを受信するためのシンクデバイスの例の動作を示す流れ図。
【図１１】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスから受信されたストリ
ーミングビデオデータに対してフレームベースの再構成を行うためのシンクデバイスの例
の動作を示す流れ図。
【図１２】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスから受信されたストリ
ーミングビデオデータに対してトークンベースの再構成を行うためのシンクデバイスの例
の動作を示す流れ図。
【図１３】本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスが、通信チャネルを介
してシンクデバイスに圧縮されたグラフィカルコマンドを送信するように構成される、Ｗ
Ｄシステム内の例のデータフローを示す概念図。
【図１４】本開示のもう１つの技法による、フレーム番号の関数としてデータレートを示
すグラフ。
【図１５】本開示のもう１つの技法による、変化する圧縮技法を使用して、複数のアプリ
ケーションのビデオデータをストリーミングするのに使用されるデータの量を示すグラフ
。
【図１６】本開示のもう１つの技法による、変化する圧縮技法を使用して、複数のアプリ
ケーションのビデオデータをストリーミングするのに使用されるデータの量を示すグラフ
。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
　[0030]　本開示は、ソースデバイスからシンクデバイスへビデオをストリーミングする
ための技法について説明する。いくつかの例において、ソースデバイスは、ソースデバイ
スのフレームバッファから複数の構成されたフレームを取り込むことと、取り込まれたフ
レームをシンクデバイスに送信することとによってシンクデバイスにビデオをストリーミ
ングでき、このシンクデバイスは、次いで、シンクデバイスのディスプレイに複数のイメ
ージを表示し得る。この方法は、「画素領域(pixel domain)」送信法と呼ばれ得る。しか
しながら、いくつかの例では、取り込まれたイメージの送信に要求される高い平均データ
レートに起因して、画素領域法を使用することが望ましくないことがある。
【００１６】
　[0031]　その代わりに、いくつかの例では、「グラフィックス領域(graphics domain)
」送信法が、シンクデバイスに複数の分解されたビデオフレームをストリーミングするた
めにソースデバイスによって使用され得る。グラフィックス領域送信は、複数のグラフィ
ックスコマンドトークン（例えば、ＯｐｅｎＧＬ（登録商標）コマンドのトークン）およ
び複数のテクスチャ要素の形式にあるディスプレイデータをソースデバイスのＧＰＵの入
力で取り込み、シンクデバイスにこれらコマンドトークンおよびテクスチャ要素を送信す
ることによって達成され得る。シンクデバイスのＧＰＵは、これらコマンドトークンおよ
びテクスチャ要素を表示可能な複数のフレームにレンダリングし、シンクデバイスのディ
スプレイにこれらレンダリングされたフレームを出力し得る。
【００１７】
　[0032]　いくつかの例では、連続するフレームをレンダリングするのに使用されるグラ
フィカルコマンドトークンが、類似することがある。例えば、フレームｎをレンダリング
するのに使用されるグラフィカルコマンドトークンが、フレームｎ＋１をレンダリングす
るのに使用されるグラフィカルコマンドトークンに類似することがある。本開示の１つま
たは複数の技法によれば、フレームごとに完全なグラフィカルコマンドトークンを送信す
るのではなく、ソースデバイスは、１つまたは複数のフレームのグラフィカルコマンドト
ークンを圧縮するのにこの冗長性を活用し得る。いくつかの例において、ソースデバイス
は、予測フレームベースのコーディングとトークンベースのコーディングとの一方または
両方を使用してグラフィカルコマンドトークンを圧縮し得る。このように、ソースデバイ
スは、グラフィカルコマンドトークンの送信のために要求されるデータレートを低下させ
得る。
【００１８】
　[0033]　図１は、本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイスにビデオフレ
ームをストリーミングするためにソースデバイスによって出力され得る例のコマンドフレ
ーム１００を示す概念図である。図１に示されているように、コマンドフレーム１００は
、フレーム開始フィールド１０２と、フレームデータフィールド１０４と、フレーム終了
フィールド１０６とを含む。
【００１９】
　[0034]　いくつかの例において、フレーム開始フィールド１０２は、開始フラグ１０８
とフレーム番号フィールド１１２とを含み得る。いくつかの例において、フレーム開始フ
ィールド１０２は、コマンドフレーム１００の始め（すなわち、データストリーム内の）
を示し得る。いくつかの例において、フレーム番号フィールド１１２は、コマンドフレー
ム１００のシーケンス番号を示し得る。いくつかの例において、フレーム番号フィールド
１１２の値は、後続フレームに関して増分し得る。例えば、フレーム番号フィールド１１
２の値は、現在のフレームについてｎ、次のフレームについてｎ＋１とされ得る。
【００２０】
　[0035]　いくつかの例において、フレームデータフィールド１０２は、複数のグラフィ
カルコマンドトークン１１４Ａ～１１４Ｎ（集合的に「トークン１１４」）を含み得る。
トークン１１４の各々は、グラフィカルコマンドの特定のトークンに対応し得る。トーク
ン１１４のトークンの一例のさらなる詳細は、下で図２を参照して提供される。
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【００２１】
　[0036]　いくつかの例において、フレーム終了フィールド１０６は、終了フラグ１１６
とフレーム番号フィールド１２０とを含み得る。いくつかの例において、フレーム終了フ
ィールド１１６は、フレーム終了フィールド１０６の始め（すなわち、データストリーム
内の）を示し得る。いくつかの例において、フレーム番号フィールド１２０は、コマンド
フレーム１００のシーケンス番号を示し得る。
【００２２】
　[0037]　図２は、本開示の１つまたは複数の技法による、グラフィカルコマンドトーク
ンの一例のさらなる詳細を示す概念図である。図２に示されているように、トークン１１
４Ａは、トークンヘッダフィールド１２２とトークンデータフィールド１２４とを含み得
る。
【００２３】
　[0038]　いくつかの例において、トークンヘッダフィールド１１２は、トークン１１４
Ａの１つまたは複数の特性を示し得る。いくつかの例において、トークンヘッダフィール
ド１１２は、１２バイトなどの固定長とされ得る。図２に示されているように、トークン
ヘッダフィールド１１２は、トークンタイプ１２６とトークンデータサイズ１３０とを含
み得る。トークンタイプ１２６は、グラフィカルコマンドのセットのどのグラフィカルコ
マンドがトークン１１４Ａに対応するのか（すなわち、トークン１１４Ａがどのグラフィ
カルコマンドのトークンであるのか）を示し得る。トークンデータサイズ１３０は、トー
クンデータフィールド１２４のサイズ（例えば、バイト単位）を示し得る。
【００２４】
　[0039]　トークンデータフィールド１２４は、トークン１１４Ａの１つまたは複数の引
数を示し得る。例えば、トークンタイプ１２６によって示されるグラフィカルコマンドタ
イプが、２つの引数をとる場合に、トークンデータフィールド１２４は、その２つの引数
のデータを含み得る。
【００２５】
　[0040]　図３は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスが、通信チャ
ネルを介してシンクデバイスに圧縮されたグラフィカルコマンドを送信するように構成さ
れる、例のワイヤレスディスプレイ（ＷＤ）システムの概念図である。図３に示されてい
るように、ＷＤシステム２は、ソースデバイス４と、シンクデバイス６と、通信チャネル
８とを含む。
【００２６】
　[0041]　通信チャネル８は、ソースデバイス４とシンクデバイス６との間で伝達信号を
伝搬可能な任意のチャネルとされ得る。いくつかの例において、通信チャネル８は、ワイ
ヤレス通信チャネルとされ得る。例えば、通信チャネル８は、２．４ギガヘルツ（ＧＨｚ
）帯、５ＧＨｚ帯、６０ＧＨｚ帯、または他の周波数帯などの周波数帯での無線周波数通
信で実施され得る。いくつかの例において、通信チャネル８は、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓ
ｅｒｉａｌ　ｂｕｓ（ＵＳＢ）（ＵＳＢ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｅｒｓ　Ｆｏｒｕｍによっ
て奨励される）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）（Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ（登録商標）
によって奨励される）、ＷｉＧｉｇ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｇｉｇａｂｉｔ　Ａｌｌｉａｎ
ｃｅによって奨励される）、および／または標準規格の米国電気電子技術者協会（ＩＥＥ
Ｅ）８０２．１１セット（例えば、８０２．１１、８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８
０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｄ、その他）、ある
いは他の標準規格、プロトコル、または技術など、標準規格、プロトコル、または技術の
１つまたは複数のセットに従い得る。２．４ＧＨｚ帯、５ＧＨｚ帯、６０ＧＨｚ帯などの
使用される周波数帯は、Ｗｉ－Ｆｉの標準規格、ＷｉＧｉｇの標準規格、任意の１つもし
くは複数のＩＥＥＥ　８０２．１１プロトコル、または他の適用可能な標準規格もしくは
プロトコルに照らして理解されるので、本開示のために定義され得る。
【００２７】
　[0042]　ＷＤ　２は、通信チャネル８などの通信チャネルを介して、シンクデバイス６
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などのシンクデバイスに圧縮されたグラフィカルコマンドトークンの形でビデオデータを
送信するように構成され得るソースデバイス４を含み得る。ソースデバイス４の例は、ス
マートフォンもしくは他のモバイルハンドセット、タブレットコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ウェアラブルコンピューティングデバイス
（例えば、スマートウォッチ、バイザ、および類似物）、１つもしくは複数の処理ユニッ
トもしくは他の集積回路もしくはチップセット、または他の電子デバイスなどのモバイル
デバイスを含み得るが、これに限定はされない。図３の例に示されているように、ソース
デバイス４は、通信モジュール１０と、グラフィックス処理ユニット（ＧＰＵ）１２と、
ストリーミングモジュール１４と、テクスチャ要素１６と、アプリケーションモジュール
１８Ａ～１８Ｎとを含み得る。
【００２８】
　[0043]　ソースデバイス４は、ソースデバイス４と、シンクデバイス６などの１つまた
は複数の外部デバイスとの間の通信を管理し得る通信モジュール１０を含み得る。例えば
、通信モジュール１０は、通信チャネル８を介してシンクデバイス６とデータを交換し得
る。一例として、通信モジュール１０は、通信チャネル８を介してシンクデバイス６に圧
縮されたグラフィカルコマンドトークンをストリーミングし得る。いくつかの例において
、通信モジュール１０は、ソースデバイス４の他の構成要素から送信された情報を受信し
得る。例えば、通信モジュール１０は、ストリーミングモジュール１４から圧縮されたグ
ラフィカルコマンドトークンを受信し得る。
【００２９】
　[0044]　ソースデバイス４は、１つまたは複数のテクスチャ要素とグラフィカルコマン
ドトークンとに基づいて、ビデオデータのフレームをレンダリングし得るＧＰＵ　１２を
含み得る。ＧＰＵ　１２によって行われ得るグラフィカルコマンドのいくつかの例は、Ｍ
ｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）によるＤｉｒｅｃｔＸ（登録商標）ＡＰＩ、Ｋｈｒｏｎｏ
ｓ　ｇｒｏｕｐによるＯｐｅｎＧＬ（登録商標）ＡＰＩ、およびＯｐｅｎＣＬ（登録商標
）ＡＰＩを含むが、これに限定はされない。いくつかの例において、ＧＰＵ　１２は、ア
プリケーションモジュール１８のうちの１つまたは複数に関連付けられたグラフィカルコ
マンドトークンとテクスチャ要素とに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングし
得る。例えば、ＧＰＵ　１２は、ソースデバイス４に動作可能に結合されまたはソースデ
バイス４内に含まれるディスプレイでの出力のために、アプリケーションモジュール１８
の１つのアプリケーションモジュールに関連付けられたグラフィカルコマンドトークンと
テクスチャ要素とに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングし得る。
【００３０】
　[0045]　ソースデバイス４は、１つまたは複数の外部デバイスにビデオデータをストリ
ーミングするように構成され得るストリーミングモジュール１４を含み得る。例えば、ス
トリーミングモジュール１４は、シンクデバイス６にグラフィカルコマンドトークンとテ
クスチャ要素との形のビデオデータをストリーミングし得る。いくつかの例において、ス
トリーミングモジュール１４は、図１のコマンドフレーム１００などのコマンドフレーム
内にグラフィカルコマンドトークンをカプセル化し得る。いくつかの例において、ストリ
ーミングモジュール１４は、ＧＰＵ　１２の入力でグラフィカルコマンドトークンおよび
／またはテクスチャ要素１６を取り込み得る。いくつかの例において、完全なグラフィカ
ルコマンドトークンを出力するのではなく、ストリーミングモジュール１４は、グラフィ
カルコマンドトークンの圧縮されたバージョンを出力し得る。いくつかの例において、ス
トリーミングモジュール１４は、予測フレームベースのコーディングとトークンベースの
コーディングとの一方または両方を使用してグラフィカルコマンドトークンの圧縮された
バージョンを生成し得る。
【００３１】
　[0046]　いくつかの例において、グラフィカルコマンドトークンの圧縮されたバージョ
ンに加えて、ストリーミングモジュール１４は、グラフィカルコマンドトークンの圧縮状
況の指示を出力し得る。例えば、ストリーミングモジュール１４は、グラフィカルコマン
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ドトークンのバージョンと、グラフィカルコマンドトークンのそのバージョンが、圧縮さ
れていない、予測フレームベースのコーディングを使用して圧縮されている、またはトー
クンベースのコーディングを使用して圧縮されているのどれであるのかの指示とを含むコ
マンドフレームを出力し得る。
【００３２】
　[0047]　ソースデバイス４は、それぞれがソースデバイス４を製造するエンティティに
よって提供されたアプリケーション、ソースデバイス４上で動作するソフトウェア、また
はソースデバイス４と共に使用するためにサードパーティによって開発されたアプリケー
ションを表し得るアプリケーションモジュール１８を含み得る。アプリケーションモジュ
ール１８の例は、ゲーム、買物、旅行ルーティング、地図、オーディオおよび／またはビ
デオプレゼンテーション、ワードプロセッシング、スプレッドシート、音声および／また
は電話、天気、その他のためのアプリケーションを含み得る。
【００３３】
　[0048]　ソースデバイス４は、ビデオデータのフレームをレンダリングするためにＧＰ
Ｕによって利用され得るテクスチャ要素１６を含み得る。いくつかの例では、テクスチャ
要素１６のうちの１つまたは複数が、アプリケーションモジュール１８の特定のアプリケ
ーションモジュールに関連付けられ得る。例えば、アプリケーションモジュール１８のゲ
ーミングアプリケーションが、落下する果物（例えば、西瓜、アボカド、パイナップルな
ど）のスライシングを伴う場合に、そのゲーミングアプリケーションに関連付けられ得る
テクスチャ要素１６の例のテクスチャ要素は、果物のタイプの各々のグラフィカル表現(g
raphical representation)を含む。いくつかの例において、テクスチャ要素１６は、複数
のフォーマットで記憶され得る。いくつかの例のフォーマットは、ＲＧＢα　８８８８、
ＲＧＢα　４４４４、ＲＧＢα　５５５１、ＲＧＢ　５６５、Ｙα　８８、およびα　８
を含むが、これに限定はされない。
【００３４】
　[0049]　ＷＤ　２は、通信チャネル８などの通信チャネルを介してソースデバイス４な
どのソースデバイスから圧縮されたグラフィカルコマンドトークンの形のビデオデータを
受信するように構成され得るシンクデバイス６を含み得る。シンクデバイス６の例は、ス
マートフォンまたは他のモバイルハンドセット、タブレットコンピュータ、ラップトップ
コンピュータ、デスクトップコンピュータ、ウェアラブルコンピューティングデバイス（
例えば、スマートウォッチ、バイザ、および類似物）、テレビジョン、モニタ、１つもし
くは複数の処理ユニットもしくは他の集積回路もしくはチップセット、または他の電子デ
バイスなどのモバイルデバイスを含み得るが、これに限定はされない。図３の例に示され
ているように、シンクデバイス６は、通信モジュール１９と、グラフィックス処理ユニッ
ト（ＧＰＵ）２０と、ストリーミングモジュール２２と、テクスチャ要素２４とを含み得
る。
【００３５】
　[0050]　シンクデバイス６は、シンクデバイス６とソースデバイス４などの１つまたは
複数の外部デバイスとの間の通信を管理し得る通信モジュール１９を含み得る。いくつか
の例において、通信モジュール１９は、ソースデバイス４の通信モジュール１０に類似す
る動作を行い得る。例えば、通信モジュール１９は、通信チャネル８を介してソースデバ
イス４とデータを交換し得る。一例として、通信モジュール１９は、直接Ｗｉ－Ｆｉ接続
を介してソースデバイス４からグラフィカルコマンドトークンとテクスチャ要素とを受信
し得る。いくつかの例において、通信モジュール１９は、シンクデバイス６の他の構成要
素に受信された情報を提供し得る。例えば、通信モジュール１９は、ストリーミングモジ
ュール２２に受信されたグラフィカルコマンドトークンとテクスチャ要素とを提供し得る
。
【００３６】
　[0051]　シンクデバイス６は、ソースデバイス４のＧＰＵ　１２に類似する動作を行い
得るＧＰＵ　２０を含み得る。例えば、ＧＰＵ　２０は、１つまたは複数のテクスチャ要
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素とグラフィカルコマンドトークンとに基づいてビデオデータのフレームをレンダリング
し得る。いくつかの例において、ＧＰＵ　２０は、ＧＰＵ　１２と同一のグラフィカルコ
マンドを実行可能であり得る。ＧＰＵ　２０によって実行され得るグラフィカルコマンド
のいくつかの例は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）によるＤｉｒｅｃｔＸ（登録商標）
ＡＰＩ、Ｋｈｒｏｎｏｓ　ｇｒｏｕｐによるＯｐｅｎＧＬ（登録商標）ＡＰＩ、およびＯ
ｐｅｎＣＬ（登録商標）ＡＰＩを含むが、これに限定はされない。いくつかの例において
、ＧＰＵ　２０は、ストリーミングモジュール２２など、シンクデバイス６の１つまたは
複数の他の構成要素から受信されたグラフィカルコマンドトークンとテクスチャ要素とに
基づいてビデオデータのフレームをレンダリングし得る。例えば、ＧＰＵ　２０は、シン
クデバイス６に動作可能に結合されまたはシンクデバイス６内に含まれるディスプレイで
の出力のために、ストリーミングモジュール２２から受信された関連付られたグラフィカ
ルコマンドトークンとテクスチャ要素とに基づいてビデオデータのフレームをレンダリン
グし得る。
【００３７】
　[0052]　シンクデバイス６は、１つまたは複数の外部デバイスからストリーミングビデ
オデータを受信するように構成され得るストリーミングモジュール２２を含み得る。例え
ば、ストリーミングモジュール２２は、ソースデバイス４からグラフィカルコマンドトー
クンとテクスチャ要素との形のストリーミングビデオデータを受信し得る。いくつかの例
において、ストリーミングモジュール２２によって受信されたグラフィカルコマンドトー
クンは、図１のコマンドフレーム１００などのコマンドフレーム内にカプセル化され得る
。そのような例において、ストリーミングモジュール２２は、グラフィカルコマンドトー
クンをカプセル化解除するように構成され得る。いくつかの例において、完全なグラフィ
カルコマンドトークンを受信するのではなく、ストリーミングモジュール２２は、圧縮さ
れたグラフィカルコマンドトークンを受信することがある。そのような例において、スト
リーミングモジュール２２は、受信された圧縮されたグラフィカルコマンドトークンに基
づいて、グラフィカルコマンドトークンを再構成するように構成され得る。
【００３８】
　[0053]　いくつかの例において、圧縮されたグラフィカルコマンドトークンに加えて、
ストリーミングモジュール２２は、圧縮されたグラフィカルコマンドトークンの圧縮状況
の指示を受信し得る。例えば、ストリーミングモジュール２２は、グラフィカルコマンド
トークンのバージョンと、グラフィカルコマンドトークンの受信されたバージョンが、圧
縮されていない、予測フレームベースのコーディングを使用して圧縮されている、または
トークンベースのコーディングを使用して圧縮されているのどれであるのかの指示とを含
むコマンドフレームを受信し得る。
【００３９】
　[0054]　シンクデバイス６は、ビデオデータのフレームをレンダリングするためにＧＰ
Ｕによって利用され得るテクスチャ要素２４を含み得る。いくつかの例において、ストリ
ーミングモジュール２２は、ソースデバイス４から受信されたテクスチャ要素をテクスチ
ャ要素２４に記憶し得る。
【００４０】
　[0055]　ソースデバイス４のユーザが、ソースデバイス４からシンクデバイス６にビデ
オをストリーミングすることを望むことがある。例えば、ソースデバイス４のディスプレ
イのサイズが、シンクデバイス６のディスプレイのサイズより小さい場合に、ソースデバ
イス４のユーザが、ビデオを出力するのにシンクデバイス６のより大きいディスプレイを
利用することを望むことがある。しかしながら、例えば帯域幅制限、処理能力、および類
似物に起因して、ソースデバイス４からシンクデバイス６にビデオデータの構成されたフ
レームを送信することが、望ましくないことがある。本開示の１つまたは複数の技法によ
れば、ストリーミングモジュール１４ソースデバイス４は、シンクデバイス６のＧＰＵ　
２０にビデオデータのフレームをレンダリングさせるために、通信チャネル８を介してシ
ンクデバイス６のストリーミングモジュール２２にグラフィカルコマンドトークンと１つ
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または複数のテクスチャ要素とを出力し得る。このように、画素領域でビデオデータをス
トリーミングするのではなく、ソースデバイス４は、例えばグラフィカルコマンドとテク
スチャ要素とをストリーミングすることによって、グラフィックス領域でシンクデバイス
６にビデオデータをストリーミングし得る。
【００４１】
　[0056]　いくつかの例では、連続するフレームをレンダリングするのに使用されるグラ
フィカルコマンドトークンが、類似することがある。例えば、フレームｎをレンダリング
するのに使用されるグラフィカルコマンドトークンが、フレームｎ＋１をレンダリングす
るのに使用されるグラフィカルコマンドトークンに類似することがある。本開示の１つま
たは複数の技法によれば、フレームごとに完全なグラフィカルコマンドトークンを送信す
るのではなく、ソースデバイス４は、１つまたは複数のフレームのグラフィカルコマンド
トークンを圧縮するのにこの冗長性を活用し得る。例えば、シンクデバイス６に現在のフ
レームｎをレンダリングさせるために、ソースデバイス４は、現在のフレームｎのグラフ
ィカルコマンドトークンの圧縮されたバージョンをシンクデバイス６に送信し得る。いく
つかの例において、現在のフレームｎのグラフィカルコマンドトークンの圧縮されたバー
ジョンは、フレームｎのグラフィカルコマンドトークンと前のフレームｎ－１のグラフィ
カルコマンドトークンとの間の差を定義し得る。このように、ソースデバイス４は、現在
のフレームｎのグラフィカルコマンドトークンの送信のために要求されるデータレートを
低下させ得る。
【００４２】
　[0057]　図４は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイス４が通信チャ
ネル８を介してシンクデバイス６にビデオデータをストリーミングするように構成される
、図３のソースデバイス４とシンクデバイス６との一例のさらなる詳細を示すブロック図
である。
【００４３】
　[0058]　図４に示されているように、ソースデバイス４は、１つまたは複数のプロセッ
サ３０と、１つまたは複数の通信ユニット３２と、１つまたは複数のユーザインターフェ
ース（ＵＩ）デバイス３４と、１つまたは複数のストレージデバイス３６とを含み得る。
構成要素３０、３２、３４、および３６の各々は、構成要素間通信のために通信チャネル
３８を介して相互接続され得る（物理的に、通信的に、および／または動作可能に）。い
くつかの例において、通信チャネル３８は、システムバス、ネットワーク接続、プロセス
間通信データ構造、またはデータを通信するための任意の他のチャネルを含み得る。いく
つかの例において、ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数は、通信モジュール
１０と、ストリーミングモジュール１４と、テクスチャ要素１６と、１つまたは複数のア
プリケーションモジュール１８Ａ～１８Ｎ（集合的に「アプリケーションモジュール１８
」）と、ＵＩモジュール４０とを含み得る。
【００４４】
　[0059]　一例において、プロセッサ３０は、機能を実施し、および／またはソースデバ
イス４内において実行のための命令を処理するように構成される。例えば、プロセッサ３
０は、ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数に記憶された命令を処理可能であ
り得る。プロセッサ３０の例は、任意の１つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマ
ブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または任意の他の同等の集積回路もしくはディスクリー
ト論理回路、並びにそのような構成要素の任意の組合せを含み得る。
【００４５】
　[0060]　いくつかの例において、ソースデバイス４はまた、複数の１つまたは複数の通
信ユニット３２を含む。一例において、ソースデバイス４は、１つまたは複数のワイヤレ
スネットワークなど、１つまたは複数のネットワークを介して外部デバイスと通信するの
に通信ユニット３２のうちの１つまたは複数を利用する。通信ユニット３２のうちの１つ
または複数は、イーサネット（登録商標）カード、光トランシーバ、無線周波数トランシ
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ーバ、または情報を送信および受信できる任意の他のタイプのデバイスなど、ネットワー
クインターフェースカードとされ得る。そのようなネットワークインターフェースの他の
例は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、３Ｇ、およびＷｉ－Ｆｉラジオを含み得る。い
くつかの例において、ソースデバイス４は、外部デバイスとワイヤレスに通信するのに通
信ユニット３２を利用する。例えば、ソースデバイス４は、通信チャネル８を介してシン
クデバイス６の通信ユニット５２とワイヤレスに通信するのに通信ユニット３２を利用し
得る。いくつかの例において、通信ユニット３２は、通信ユニット３２に外部デバイスと
通信させる、通信モジュール１０などのソースデバイス４の他の構成要素から入力を受信
し得る。
【００４６】
　[0061]　ソースデバイス４はまた、いくつかの例で、１つまたは複数のＵＩデバイス３
４を含み得る。いくつかの例において、ＵＩデバイス３４のうちの１つまたは複数は、ビ
デオデータなどのコンテンツを出力するように構成できる。例えば、ＵＩデバイス３４の
ディスプレイは、ＧＰＵ　１２によってレンダリングされたビデオデータのフレームを表
示するように構成され得る。コンテンツの出力に加えて、ＵＩデバイス３４のうちの１つ
または複数は、触覚入力、オーディオ入力、または視覚入力を受信するように構成され得
る。ＵＩデバイス３４のいくつかの例は、ビデオディスプレイ、スピーカ、キーボード、
タッチスクリーン、マウス、カメラ、および類似物を含む。
【００４７】
　[0062]　ソースデバイス４はまた、いくつかの例で、ＵＩモジュール４０を含み得る。
ＵＩモジュール４０は、ソースデバイス４に関連付けられた他の構成要素からのＵＩデー
タなどのコンテンツを受信して、コンテンツを出力することをＵＩデバイス３４のうちの
１つまたは複数にさせる１つまたは複数の機能を行うことができる。いくつかの例におい
て、ＵＩモジュール４０は、ユーザ入力などの入力の指示を受信し、ストリーミングモジ
ュール１４など、ソースデバイス４に関連付けられた他の構成要素に入力の指示を送るよ
うに構成され得る。
【００４８】
　[0063]　１つまたは複数のストレージデバイス３６は、動作中にソースデバイス４内に
情報を記憶するように構成され得る。ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数は
、いくつかの例で、コンピュータ可読記憶媒体を備え得る。いくつかの例において、スト
レージデバイス３６のうちの１つまたは複数は、一時メモリを備え得るもので、これは、
ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数の主な目的が長期記憶ではないことを意
味する。ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数は、いくつかの例において揮発
性メモリを備え得るもので、これは、システムがオフにされたときに、ストレージデバイ
ス３６のうちの１つまたは複数が、記憶されたコンテンツを維持しないことを意味する。
揮発性メモリの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセ
スメモリ（ＤＲＡＭ）、スタティックランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、および当技
術分野で知られている他の形の揮発性メモリを含む。いくつかの例において、ストレージ
デバイス３６のうちの１つまたは複数は、プロセッサ３０による実行のためのプログラム
命令を記憶するのに使用される。ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数は、一
例で、プログラム実行中に情報を一時的に記憶するのに、ソースデバイス４上で走行する
ソフトウェアまたはモジュール（例えば、通信モジュール１０、ストリーミングモジュー
ル１４、アプリケーションモジュール１８、およびＵＩモジュール４０）によって使用さ
れ得る。
【００４９】
　[0064]　ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数はまた、いくつかの例で、１
つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体を含み得る。ストレージデバイス３６のうちの
１つまたは複数は、情報の長期記憶のためにさらに構成され得る。いくつかの例において
、ストレージデバイス３６のうちの１つまたは複数は、不揮発性ストレージ要素を含み得
る。そのような不揮発性ストレージ要素の例は、磁気ハードディスク（ｄｉｓｃ）、光デ
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ィスク（ｄｉｓｃ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）、フラッシュメモリ
、または、電気的プログラム可能メモリ（ＥＰＲＯＭ）もしくは電気的消去可能プログラ
ム可能（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））メモリの諸形態を含む。
【００５０】
　[0065]　上で議論されるように、ソースデバイス４は、１つまたは複数の外部デバイス
にビデオデータをストリーミングするように構成され得るストリーミングモジュール１４
を含み得る。いくつかの例において、ストリーミングモジュール１４は、圧縮タイプモジ
ュール４１と、フレームベースの圧縮モジュール４２と、トークンベースの圧縮モジュー
ル４４とを含み得る。
【００５１】
　[0066]　圧縮タイプモジュール４１は、いくつかの例で、圧縮を伴ってまたは圧縮を伴
わずにのどちらでグラフィカルコマンドトークンのセットを出力すべきかを決定するよう
に構成され得る。いくつかの例で、圧縮タイプモジュール４１が、圧縮を伴ってグラフィ
カルコマンドトークンのセットを出力すべきであると決定する場合に、圧縮タイプモジュ
ール４１は、フレームベースの圧縮またはトークンベースの圧縮のどちらを使用してグラ
フィカルコマンドトークンのセットを圧縮すべきかを決定するようにさらに構成され得る
。いくつかの例で、圧縮タイプモジュール４１は、フレームベースの圧縮を使用してグラ
フィカルコマンドトークンのセットを圧縮するためにフレームベースの圧縮モジュール４
２を呼び出し得る。いくつかの例で、圧縮タイプモジュール４１は、トークンベースの圧
縮を使用してグラフィカルコマンドトークンのセットを圧縮するためにトークンベースの
圧縮モジュール４４を呼び出し得る。いくつかの例で、圧縮タイプモジュール４１は、図
６Ａまたは図６Ｂの技法に従って、圧縮を伴ってまたは圧縮を伴わずにのどちらでグラフ
ィカルコマンドトークンのセットを出力すべきかを決定し得る。
【００５２】
　[0067]　フレームベースの圧縮モジュール４２は、いくつかの例で、フレームレベルで
グラフィカルコマンドトークンのセットを圧縮するように構成され得る。本開示の１つま
たは複数の技法によれば、フレームベースの圧縮モジュール４２は、グラフィカルコマン
ドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間のデルタ
に対応する情報を出力することによって、フレームレベルでグラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットを圧縮し得る。例えば、フレームベースの圧縮モジュール４２は、前の
フレームのセットトークン内のデータのチャンクとは異なる現在のフレームのセットトー
クン内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、その
リストおよび前のフレームのセットトークン内のデータのチャンクとは異なる現在のフレ
ームのセットトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクとを出力することとを決定
し得る。いくつかの例において、フレームベースの圧縮モジュール４２は、図７の技法に
従ってフレームレベルでグラフィカルコマンドトークンのセットを圧縮し得る。
【００５３】
　[0068]　トークンベースの圧縮モジュール４４は、いくつかの例で、トークンレベルで
グラフィカルコマンドトークンのセットを圧縮するように構成され得る。トークンベース
の圧縮モジュール４４は、グラフィカルコマンドトークンの２つのセットの間の類似性を
決定するように構成され得る。例えば、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在の
フレームのトークンが前のフレームのトークンに類似するかどうかを決定するためにトー
クン探索を行い得る。トークン探索を行うために、トークンベースの圧縮モジュール４４
は、現在のフレームのトークンごとに、前のフレームが類似するトークンを含むかどうか
を決定するために前のフレームを探索し得る。いくつかの例において、トークンベースの
圧縮モジュール４４は、現在のフレームのトークンが前のフレームのトークンと同一のト
ークンタイプを有し、同一のトークンデータサイズを有する場合に、現在のフレームのト
ークンが前のフレームのトークンに類似すると決定し得る。図１を参照して上で議論され
るように、トークンのタイプ（例えば、トークンタイプ１２６）は、トークンがグラフィ
カルコマンドのセットのどのグラフィカルコマンドに対応するのかを指示でき、トークン
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のデータサイズ（例えば、トークンデータサイズ１３０）は、トークンに関連付けられた
１つまたは複数の引数のサイズを指示し得る。
【００５４】
　[0069]　いくつかの例において、トークンベースの圧縮モジュール４４は、トークン探
索の結果を指示するトークン予測マップを生成し得る。例えば、トークン予測マップは、
現在のフレームのトークンごとに、類似するトークンが前のフレーム内で突き止められ(l
ocated)得るかどうかを指示し得る。一例として、類似するトークンが、現在のフレーム
の特定のトークンについて突き止められ得ない場合には、トークン予測マップは、その特
定のトークンに関する０を含み得る。別の例として、類似するトークンが、現在のフレー
ムの特定のトークンについて突き止められ得る場合には、トークン予測マップは、前のフ
レームのどのトークンが現在のフレームのその特定のトークンに類似するのかを識別し得
る。
【００５５】
　[0070]　図５Ａ～図５Ｃは、本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの
圧縮を行うためにソースデバイスによって分析され得るトークンの例のセットを示す概念
図である。図５Ａ～図５Ｃの各々は、前のフレームのそれぞれの前のフレーム５０２Ａ～
５０２Ｃ（集合的に「前のフレーム５０２」）と、現在のフレームのそれぞれの現在のフ
レーム５０４Ａ～５０４Ｃ（集合的に「現在のフレーム５０４」）とを示す。前のフレー
ム５０２および現在のフレーム５０４の各々は、トークン５０６Ａ～５０６Ｉのある組合
せを含む。
【００５６】
　[0071]　上で議論されるように、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在のフレ
ームのトークンが前のフレームのトークンに類似するかどうかを決定するためにトークン
探索を行い得る。いくつかの例では、現在のフレームのトークンが、前のフレームのトー
クンとはまったく異なる場合があり、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在のフ
レームのどのトークンに関しても、前のフレーム内で類似するトークンを見出せないこと
がある。例えば、図５Ａの例に示されているように、トークンベースの圧縮モジュール４
４は、トークン５０６Ａ～５０６Ｄがトークン５０６Ｅ～５０６Ｈと完全に異なるので、
現在のフレーム５０４Ａのトークンが、前のフレーム５０２Ａのトークンと完全に異なる
と決定し得る。
【００５７】
　[0072]　いくつかの例では、現在のフレームの少なくとも１つのトークンが、前のフレ
ームのトークンに類似することがある。一例として、前のフレームが、現在のフレームに
含まれるトークンに類似しない１つまたは複数のトークンを含み得る。例えば、図５Ｂの
例に示されているように、トークンベースの圧縮モジュール４４が、トークン５０６Ｃが
現在のフレーム５０４Ｂに含まれないので、前のフレーム５０２Ｂが現在のフレーム５０
４Ｂに含まれないトークンを含むと決定し得る。別の例として、現在のフレームが、前の
フレームに含まれるトークンに類似しない１つまたは複数のトークンを含み得る。例えば
、図５Ｃの例に示されているように、トークンベースの圧縮モジュール４４が、トークン
５０６Ｈおよび５０６Ｉが前のフレーム５０２Ｃに含まれるトークンに類似しないので、
現在のフレーム５０４Ｃが前のフレーム５０２Ｃに含まれないトークンを含むと決定し得
る。
【００５８】
　[0073]　上で議論されるように、トークンベースの圧縮モジュール４４は、トークン探
索の結果を示すトークン予測マップを生成し得る。図５Ａの例では、前のフレーム５０２
Ａのトークン（すなわち、５０６Ａ～５０６Ｄ）のどれもが、現在のフレーム５０４Ａの
トークン（すなわち、５０６Ｅ～５０６Ｈ）に類似しない場合に、トークンベースの圧縮
モジュール４４は、現在のフレーム５０４Ａ内のトークンの全てが新しいトークンである
ことを指示するトークン予測マップ［０，０，０，０]を生成し得る。
【００５９】
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　[0074]　図５Ｂの例では、現在のフレーム５０４Ｂのトークン（すなわち、５０６Ａと
５０６Ｂと５０６Ｄ）ごとに、類似するトークンが、前のフレーム５０２Ｂ内で見出され
得る（すなわち、５０６Ａと５０６Ｂと５０６Ｄ）場合に、トークンベースの圧縮モジュ
ール４４は、現在のフレーム５０４Ｂの第１のトークンの類似するトークンが、前のフレ
ーム５０２Ｂの第１のトークンであり、現在のフレーム５０４Ｂの第２のトークンの類似
するトークンが、前のフレーム５０２Ｂの第２のトークンであり、現在のフレーム５０４
Ｂの第３のトークンの類似するトークンが、前のフレーム５０２Ｂの第４のトークンであ
ることを指示するために、［１，２，４]というトークン予測マップを生成し得る。
【００６０】
　[0075]　図５Ｃの例では、現在のフレーム５０４Ｃのいくつかのトークン（すなわち、
５０６Ａと５０６Ｂと５０６Ｃと５０６Ｄ）に関して、類似するトークンが前のフレーム
５０２Ｂ内で見出され得る（すなわち、５０６Ａと５０６Ｂと５０６Ｃと５０６Ｄ）場合
に、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在のフレーム５０４Ｃの第１のトークン
の類似するトークンが、前のフレーム５０２Ｃの第１のトークンであり、現在のフレーム
５０４Ｃの第２のトークンの類似するトークンが、前のフレーム５０２Ｃの第２のトーク
ンであり、現在のフレーム５０４Ｃの第３および第４のトークンが、新しいトークンであ
り、現在のフレーム５０４Ｃの第５のトークンの類似するトークンが、前のフレーム５０
２Ｃの第３のトークンであり、現在のフレーム５０４Ｃの第６のトークンの類似するトー
クンが、前のフレーム５０２Ｃの第４のトークンであることを指示するために、［１，２
，０，０，３，４］というトークン予測マップを生成し得る。
【００６１】
　[0076]　どの場合でも、トークン予測マップに基づいて、トークンベースの圧縮モジュ
ール４４は、現在のフレームのトークンのセットが、前のフレームのトークンのセットに
十分に類似するかどうかを決定し得る。いくつかの例において、トークンベースの圧縮モ
ジュール４４は、類似するトークンが前のフレームのトークンのセット内で突き止められ
得る現在のフレームのトークンのセットのトークンのパーセンテージを決定し得る。例え
ば、トークンベースの圧縮モジュール４４は、トークン予測マップ内に含まれる非０値の
パーセンテージを決定し得る。
【００６２】
　[0077]　いくつかの例において、パーセンテージがしきいパーセンテージ（例えば、１
０％、２０％、３０％）を満たすとの決定に応答して、トークンベースの圧縮モジュール
４４は、現在のフレームのトークンのセットが、前のフレームのトークンのセットに十分
に類似すると決定し得る。いくつかの例において、パーセンテージがしきいパーセンテー
ジを満たさないとの決定に応答して、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在のフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセットが、前のフレームのグラフィカルコマン
ドトークンのセットに十分には類似しないと決定し得る。いくつかの例において、パーセ
ンテージがしきいパーセンテージより大きい場合に、パーセンテージは、しきいパーセン
テージを満たし得る。
【００６３】
　[0078]　現在のフレームのトークンのセットが、前のフレームのトークンのセットに十
分には類似しない場合に、トークンベースの圧縮モジュール４４は、グラフィカルコマン
ドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力し得る。現在のフレーム
のトークンのセットが、前のフレームのトークンのセットに十分に類似する場合に、トー
クンベースの圧縮モジュール４４は、トークン予測マップと各トークンの表現とを出力し
得る。一例として、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトー
クンの前のセット内で突き止められ得ない、グラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トのそれぞれのトークンごとに、トークンベースの圧縮モジュール４４は、それぞれのグ
ラフィカルコマンドトークンを出力し得る。例えば、図５Ｃの例において、トークンベー
スの圧縮モジュール４４は、現在のフレーム５０４Ｃのトークン５０６Ｈと５０６Ｉとを
出力し得る。
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【００６４】
　[0079]　別の例として、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマン
ドトークンの前のセット内で突き止められ得る、グラフィカルコマンドトークンの現在の
セットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、トークンベースの圧縮モジュ
ール４４は、グラフィカルコマンドトークンの前のセットの突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークン内のデータのチャンクとは異なる、それぞれのグラフィカルコ
マンドトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリス
トと、類似するグラフィカルコマンドトークン内のデータのチャンクとは異なるそれぞれ
のトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクとを出力し得る。例えば、図５Ｃの例
において、トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在のフレーム５０４Ｃのトークン
５０６Ａについて、前のフレーム５０２Ｃのトークン５０６Ａ内のデータのチャンクとは
異なる現在のフレーム５０４Ｃのトークン５０６Ａ内のデータの１つまたは複数のチャン
クのそれぞれの位置を指示するリストと、前のフレーム５０２Ｃのトークン５０６Ａ内の
データのチャンクとは異なる現在のフレーム５０４Ｃのトークン５０６Ａ内のデータの１
つまたは複数のチャンクとを出力し得る。トークンベースの圧縮モジュール４４は、現在
のフレーム５０４Ｃのトークン５０６Ｂと５０６Ｄとに関して類似のリストとチャンクと
を決定し出力し得る。
【００６５】
　[0080]　戻って図４を参照すると、シンクデバイス６は、１つまたは複数のプロセッサ
５０と、１つまたは複数の通信ユニット５２と、１つまたは複数のユーザインターフェー
ス（ＵＩ）デバイス５４と、１つまたは複数のストレージデバイス５６とを含み得る。構
成要素５０、５２、５４、および５６の各々は、構成要素間通信のために通信チャネル５
８を介して相互接続され得る（物理的に、通信的に、および／または動作可能に）。いく
つかの例において、通信チャネル５８は、システムバス、ネットワーク接続、プロセス間
通信データ構造、またはデータを通信するための任意の他のチャネルを含み得る。いくつ
かの例において、ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、通信モジュール１
９と、ストリーミングモジュール２２と、テクスチャ要素２４と、ＵＩモジュール６０と
を含み得る。
【００６６】
　[0081]　プロセッサ５０は、いくつかの例で、機能を実施し、および／またはシンクデ
バイス６内において実行のための命令を処理するように構成され得る。例えば、プロセッ
サ５０は、ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数に記憶された命令を処理可能
であり得る。プロセッサ５０の例は、任意の１つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または任意の他の同等の集積回路もしくはディスク
リート論理回路、並びにそのような構成要素の任意の組合せを含み得る。
【００６７】
　[0082]　シンクデバイス６はまた、いくつかの例で、複数の１つまたは複数の通信ユニ
ット５２を含む。シンクデバイス６は、一例で、１つまたは複数のワイヤレスネットワー
クなど、１つまたは複数のネットワークを介して外部デバイスと通信するのに通信ユニッ
ト５２のうちの１つまたは複数を利用する。通信ユニット５２のうちの１つまたは複数は
、ＵＳＢトランシーバ、イーサネットカード、光トランシーバ、無線周波数トランシーバ
、または情報を送信および受信できる任意の他のタイプのデバイスなど、ネットワークイ
ンターフェースカードとされ得る。そのようなネットワークインターフェースの他の例は
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、３Ｇ、およびＷｉ－Ｆｉラジオを含み得る。いくつかの例におい
て、シンクデバイス６は、外部デバイスとワイヤレスに通信するのに通信ユニット５２を
利用する。例えば、シンクデバイス６は、通信チャネル８を介してソースデバイス４の通
信ユニット３２とワイヤレスに通信するのに通信ユニット５２を利用し得る。いくつかの
例において、通信ユニット５２は、通信モジュール１９などのシンクデバイス６の他の構
成要素に受信されたデータを供給し得る。
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【００６８】
　[0083]　シンクデバイス６はまた、いくつかの例で、１つまたは複数のＵＩデバイス５
４を含み得る。いくつかの例において、ＵＩデバイス５４のうちの１つまたは複数は、ビ
デオデータなどのコンテンツを出力するように構成され得る。例えば、ＵＩデバイス５４
のディスプレイは、ＧＰＵ　２０によってレンダリングされたビデオデータのフレームを
表示するように構成され得る。コンテンツの出力に加えて、ＵＩデバイス５４のうちの１
つまたは複数は、触覚入力、オーディオ入力、または視覚入力を受信するように構成され
得る。ＵＩデバイス５４のいくつかの例は、ビデオディスプレイ、スピーカ、キーボード
、タッチスクリーン、マウス、カメラ、および類似物を含む。
【００６９】
　[0084]　シンクデバイス６はまた、いくつかの例で、ＵＩモジュール６０を含み得る。
ＵＩモジュール６０は、シンクデバイス６に関連付けられた他の構成要素からのＵＩデー
タなどのコンテンツを受信して、コンテンツを出力することをＵＩデバイス５４のうちの
１つまたは複数にさせる１つまたは複数の機能を行うことができる。いくつかの例におい
て、ＵＩモジュール６０は、ユーザ入力などの入力の指示を受信し、ストリーミングモジ
ュール１４など、シンクデバイス６に関連付けられた他の構成要素に入力の指示を送るよ
うに構成され得る。
【００７０】
　[0085]　ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、動作中にシンクデバイス
６内に情報を記憶するように構成され得る。ストレージデバイス５６のうちの１つまたは
複数は、いくつかの例で、コンピュータ可読記憶媒体を備え得る。いくつかの例において
、ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、一時メモリを備え得るもので、こ
れは、ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数の主な目的が長期記憶ではないこ
とを意味する。ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、いくつかの例におい
て、揮発性メモリを備え得るもので、これは、システムがオフにされたときに、ストレー
ジデバイス５６のうちの１つまたは複数が、記憶されたコンテンツを維持しないことを意
味する。揮発性メモリの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダイナミックランダ
ムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、スタティックランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、お
よび当技術分野で知られている他の形の揮発性メモリを含む。いくつかの例において、ス
トレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、プロセッサ５０による実行のためのプ
ログラム命令を記憶するのに使用される。ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複
数は、一例で、プログラム実行中に情報を一時的に記憶するのに、シンクデバイス６上で
走行するソフトウェアまたはモジュール（例えば、通信モジュール１９、ストリーミング
モジュール２２、およびＵＩモジュール６０）によって使用され得る。
【００７１】
　[0086]　ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数はまた、いくつかの例で、１
つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体を含み得る。ストレージデバイス５６のうちの
１つまたは複数は、情報の長期記憶のためにさらに構成され得る。いくつかの例において
、ストレージデバイス５６のうちの１つまたは複数は、不揮発性ストレージ要素を含み得
る。そのような不揮発性ストレージ要素の例は、磁気ハードディスク（ｄｉｓｃ）、光デ
ィスク（ｄｉｓｃ）、フロッピディスク（ｄｉｓｃ）、フラッシュメモリ、または、電気
的プログラム可能メモリ（ＥＰＲＯＭ）もしくは電気的消去可能プログラム可能（ＥＥＰ
ＲＯＭ）メモリの諸形態を含む。
【００７２】
　[0087]　上で議論されるように、シンクデバイス６は、１つまたは複数の外部デバイス
からストリーミングビデオデータを受信するように構成され得るストリーミングモジュー
ル２２を含み得る。いくつかの例において、ストリーミングモジュール２２は、圧縮タイ
プモジュール６１と、フレームベースの再構成モジュール４２と、トークンベースの再構
成モジュール６４とを含み得る。
【００７３】
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　[0088]　圧縮タイプモジュール６１は、いくつかの例で、グラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットが圧縮されているのか否かを決定するように構成され得る。グラフィカ
ルコマンドトークンの現在のセットがフレームベースの圧縮を使用して圧縮されている場
合など、いくつかの例において、圧縮タイプモジュール６１は、グラフィカルコマンドト
ークンの現在のセットを再構成するためにフレームベースの再構成モジュール６２を呼び
出し得る。グラフィカルコマンドトークンの現在のセットがトークンベースの圧縮を使用
して圧縮されている場合など、いくつかの例において、圧縮タイプモジュール６１は、グ
ラフィカルコマンドトークンの現在のセットを再構成するためにトークンベースの再構成
モジュール６４を呼び出し得る。
【００７４】
　[0089]　フレームベースの再構成モジュール６２は、いくつかの例で、フレームレベル
でグラフィカルコマンドトークンのセットを再構成するように構成され得る。本開示の１
つまたは複数の技法によれば、フレームベースの再構成モジュール６２は、グラフィカル
コマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の
デルタに対応する情報に基づいて、フレームレベルでグラフィカルコマンドトークンの現
在のセットを再構成し得る。例えば、トークンの前のセット内のデータのチャンクとは異
なる、トークンの現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置
を指示するリストと、データの１つまたは複数のチャンクとに基づいて、フレームベース
の再構成モジュール６２は、グラフィカルコマンドトークンの前のセットのそれぞれの位
置にあるデータをデータの１つまたは複数の受信されたチャンクに置換することによって
、フレームレベルでグラフィカルコマンドトークンの現在のセットを再構成し得る。
【００７５】
　[0090]　図６Ａおよび図６Ｂは、本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイ
スにビデオフレームをストリーミングするためにソースデバイスによって出力され得る例
のコマンドフレームを示す概念図である。図６Ａに示されているように、コマンドフレー
ム６０２は、予測フラグ６０６と、フレームサイズフィールド６０８と、フレームコピー
フィールド６１０とを含む。図６Ｂに示されているように、コマンドフレーム６０４は、
予測フラグ６０６と、リストサイズフィールド６１２と、新規データサイズフィールド６
１４と、リストフィールド６１６と、新規データフィールド６１８とを含む。
【００７６】
　[0091]　図７Ａおよび図７Ｂは、本開示の１つまたは複数の技法による、シンクデバイ
スにビデオデータをストリーミングするためのソースデバイスの例の動作を示す流れ図で
ある。図７Ａおよび図７Ｂの技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４などのコ
ンピューティングデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって行われ得る。例示のた
めに、図７Ａおよび図７Ｂの技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４の文脈で
説明されるが、ソースデバイス４の構成とは異なる構成を有するコンピューティングデバ
イスが、図７Ａと図７Ｂとの技法を行い得る。
【００７７】
　[0092]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ソースデバイス４のストリーミング
モジュール１４は、第１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを取り込み
得る（７０２）。例えば、ストリーミングモジュール１４は、ソースデバイス４内に含ま
れるＧＰＵの入力で第１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを取り込み
得る。
【００７８】
　[0093]　ストリーミングモジュール１４は、シンクデバイス６に第１のフレームのグラ
フィカルコマンドトークンのセットを出力し得る（７０４）。例えば、ストリーミングモ
ジュール１４は、ソースデバイス４とシンクデバイス６との間のワイヤレス通信リンクを
介して第１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを送信し得る。いくつか
の例において、第１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットに加えて、スト
リーミングモジュール１４はまた、１つまたは複数のテクスチャ要素をシンクデバイス６
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に出力し得る。
【００７９】
　[0094]　いくつかの例において、ストリーミングモジュール１４は、圧縮なしで第１の
フレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを出力し得る。例えば、ストリーミン
グモジュール１４は、第１のフレームのコマンドトークンのセットを含む、図１のコマン
ドフレーム１００などのコマンドフレームを生成し得る（すなわち、第１のフレームのコ
マンドトークンのセットは、図１のトークン１１４とされ得る）。
【００８０】
　[0095]　上で議論されたように、本開示の１つまたは複数の技法に従って、ストリーミ
ングモジュール１４は、圧縮を伴って後続フレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットを出力し得る。例えば、ストリーミングモジュール１４は、第ｎのフレームのグラフ
ィカルコマンドトークンのセットを取り込み得る（７０６）。第１のフレームと同様に、
ストリーミングモジュール１４は、ソースデバイス４内に含まれるＧＰＵの入力で第ｎの
フレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを取り込み得る。
【００８１】
　[0096]　圧縮タイプモジュール４１は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトーク
ンのセットを圧縮ありまたは圧縮なしのどちらで出力すべきかを決定し得る。例えば、圧
縮タイプモジュール４１は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの
長さが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの長さと同一であ
るかどうかを決定し得る（７０８）。
【００８２】
　[0097]　第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの長さが、第ｎ－１
のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの長さと同一であるとの決定に応答
して（７０８の「Ｙｅｓ」分岐）、圧縮タイプモジュール４１は、フレームベースのコー
ディングを使用して第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮され
たバージョンを生成する（７１０）ために、フレームベースの圧縮モジュール４２を呼び
出し、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮されたバージョン
をシンクデバイス６に出力し得る（７１２）。いくつかの例では、フレームベースの圧縮
モジュール４２が、図７の技法に従ってフレームベースの圧縮を行い得る。
【００８３】
　[0098]　図６Ａの例など、いくつかの例において、第ｎのフレームのグラフィカルコマ
ンドトークンのセットの長さが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンの
セットの長さとは異なるとの決定に応答して（７０８の「Ｎｏ」分岐）、ストリーミング
モジュール１４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮され
ていないバージョンをシンクデバイス６に出力し得る（７１４Ａ）。いくつかの例におい
て、ストリーミングモジュール１４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークン
のセットの圧縮されていないバージョンを１つのコマンドフレーム内にカプセル化し得る
。例えば、ストリーミングモジュール１４は、図１のコマンドフレーム１００など、第１
のコマンドフレームを生成でき、ここで、フレームデータフィールド１０４は、第ｎのフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセットを含む（すなわち、トークン１１４は、
第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットを含む）。いくつかの例におい
て、ストリーミングモジュール１４は、図６Ａのコマンドフレーム６０２などの第２のコ
マンドフレーム内に第１のコマンドフレームをさらにカプセル化でき、ここで、予測フラ
グ６０６は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットが圧縮されていな
いことを指示し、フレームサイズフィールド６０８は、第２のコマンドフレームのサイズ
を指示し、フレームコピーフィールド６１０は、第１のコマンドフレームである。
【００８４】
　[0099]　図７Ｂの例など、いくつかの例において、第ｎのフレームのグラフィカルコマ
ンドトークンのセットの長さが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンの
セットの長さとは異なるとの決定に応答して（７０８の「Ｎｏ」分岐）、フレームベース
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の圧縮モジュール４２は、トークンベースのコーディングを使用して第ｎのフレームのグ
ラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮されたバージョンを生成する（７１４Ｂ）た
めに、トークンベースの圧縮モジュール４４を呼び出し、第ｎのフレームのグラフィカル
コマンドトークンのセットの圧縮されたバージョンをシンクデバイス６に出力し得る（７
１２）。いくつかの例において、トークンベースの圧縮モジュール４４は、図９の技法に
従ってトークンベースの圧縮を行い得る。
【００８５】
　[0100]　図８は、本開示の１つまたは複数の技法による、フレームベースの圧縮を使用
してシンクデバイスにビデオデータをストリーミングするためのソースデバイスの例の動
作を示す流れ図である。図８の技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４など、
コンピューティングデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって行われ得る。例示の
ために、図８の技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４の文脈で説明されるが
、ソースデバイス４の構成とは異なる構成を有するコンピューティングデバイスが、図８
の技法を行い得る。
【００８６】
　[0101]　上で議論されるように、いくつかの例において、フレームベースの圧縮モジュ
ール４２は、図８の技法に従ってフレームベースの圧縮を行い得る。例えば、フレームベ
ースの圧縮モジュール４２は、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットとは異なる第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内のデータの１
つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストを決定し得る（８０２）。い
くつかの例において、データのチャンクは、データのバイトとされ得る。一例として、第
ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内の位置７０と７１と７２と８０
と１１３と１１４と１５８と１５９と１６０と１６１と１８８とにあるバイトが、第ｎ－
１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの位置７０と７１と７２と８０と
１１３と１１４と１５８と１５９と１６０と１６１と１８８とにあるデータの異なるバイ
トである場合には、フレームベースの圧縮モジュール４２は、位置７０と７１と７２と８
０と１１３と１１４と１５８と１５９と１６０と１６１と１８８とを指示するリストを生
成し得る。いくつかの例において、フレームベースの圧縮モジュール４２は、位置を差分
的に符号化することによってリストを生成し得る。例えば、フレームベースの圧縮モジュ
ール４２は、位置７０と７１と７２と８０と１１３と１１４と１５８と１５９と１６０と
１６１と１８８とを７０と１と１と８と３３と１と４４と１と１と１と２７として差分的
に符号化し得る。いくつかの例において、フレームベースの圧縮モジュール４２は、指数
ゴロムコーディングを使用して差分位置を符号化し得る。例えば、フレームベースの圧縮
モジュール４２は、「００００００１０００１１０」、「１」、「１」、「０００１００
０」、「０００００１００００１」、「１」などとして指数ゴロムコーディングを使用し
て上の差分位置を符号化し得る。このように、フレームベースの圧縮モジュール４２は、
位置のリストを表すのに必要なデータの量を低減させ得る。
【００８７】
　[0102]　どの場合でも、フレームベースの圧縮モジュール４２は、リストと、第ｎ－１
のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内のデータのチャンクとは異なる第
ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内のデータの１つまたは複数のチ
ャンクとを出力することによって、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットの圧縮されたバージョンを出力し得る（８０４）。いくつかの例において、フレーム
ベースの圧縮モジュール４２は、図６Ｂのコマンドフレーム６０４などのコマンドフレー
ム内に、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮されたバージョ
ンをカプセル化し得る。例えば、フレームベースの圧縮モジュール４２は、予測フラグ６
０６が、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットがフレームベースの圧
縮を使用して圧縮されていることを指示し、リストサイズフィールド６１２が、位置のリ
ストのサイズを指示し、新規データサイズ６１４が、第ｎ－１のフレームのグラフィカル
コマンドトークンのセット内のデータのチャンクとは異なる第ｎのフレームのグラフィカ
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ルコマンドトークンのセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのサイズを指示し、
リスト６１６が、位置のリストの符号化されたバージョンを含み、新規データフィールド
６１８が、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内のデータのチ
ャンクとは異なる第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内のデータの
１つまたは複数のチャンクを含む、コマンドフレーム６０４を生成し得る。このように、
フレームベースの圧縮モジュール４２は、フレームベースの圧縮を使用してグラフィカル
コマンドトークンを圧縮し得る。
【００８８】
　[0103]　図９は、本開示の１つまたは複数の技法による、トークンベースの圧縮を使用
してシンクデバイスにビデオデータをストリーミングするためのソースデバイスの例の動
作を示す流れ図である。図９の技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４など、
コンピューティングデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって行われ得る。例示の
ために、図９の技法は、図３と図４とに示されたソースデバイス４の文脈で説明されるが
、ソースデバイス４の構成とは異なる構成を有するコンピューティングデバイスが、図９
の技法を行い得る。
【００８９】
　[0104]　上で議論されるように、いくつかの例において、トークンベースの圧縮モジュ
ール４４は、図９の技法に従ってトークンベースの圧縮を行い得る。例えば、トークンベ
ースの圧縮モジュール４４は、類似するグラフィカルコマンドトークンが第ｎ－１のフレ
ームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得るかどうかを第ｎのフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセットのグラフィカルコマンドトークンＭごと
に指示するトークン予測マップを決定し得る（９０２）。いくつかの例において、トーク
ンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットの特定のグラフィカルコマンドトークンについて、第ｎ－１のフレームのグラフィカ
ルコマンドトークンのセットの特定のグラフィカルコマンドトークンが、第ｎのフレーム
のグラフィカルコマンドトークンのセットの特定のグラフィカルコマンドトークンと同一
のトークンタイプ（例えば、図１のトークンタイプ１２６）と、第ｎのフレームのグラフ
ィカルコマンドトークンのセットの特定のグラフィカルコマンドトークンと同一のトーク
ンデータサイズ（例えば、図１のトークンデータサイズ１３０）とを有する場合に、類似
するグラフィカルコマンドトークンが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトー
クンのセット内で突き止められ得ると決定し得る。いくつかの例において、第ｎ－１のフ
レームのグラフィカルコマンドトークンの完全なセットを探索するのではなく、トークン
ベースの圧縮モジュール４４は、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンの
セットの探索のサブセット（すなわち、探索範囲）を探索し得る。いくつかの例において
、探索範囲は、ある量のトークン（例えば、１０個、２０個、３０個、１００個など）を
含み得る。
【００９０】
　[0105]　トークンベースの圧縮モジュール４４は、トークン予測マップが、第ｎのフレ
ームのグラフィカルコマンドトークンのセットが第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマ
ンドトークンのセットに十分に類似することを指示するかどうかを決定し得る（９０４）
。例えば、トークンベースの圧縮モジュール４４は、類似するグラフィカルコマンドトー
クンが第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得
る、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットのグラフィカルコマンドト
ークンのパーセンテージを決定し得る。いくつかの例において、パーセンテージがしきい
パーセンテージ（例えば、１０％、２０％、３０％）を満たすとの決定に応答して、トー
クンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンの
セットが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットに十分に類似す
ると決定し得る。いくつかの例において、パーセンテージがしきいパーセンテージを満た
さないとの決定に応答して、トークンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフレームの
グラフィカルコマンドトークンのセットが、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンド
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トークンのセットに十分には類似しないと決定し得る。いくつかの例において、パーセン
テージがしきいパーセンテージより大きい場合に、パーセンテージは、しきいパーセンテ
ージを満たし得る。
【００９１】
　[0106]　トークン予測マップが、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットが第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットに十分に類似するこ
とを指示しないとの決定に応答して（９０４の「Ｎｏ」分岐）、トークンベースの圧縮モ
ジュール４４は、シンクデバイス６に第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンの
セットの圧縮されていないバージョンを出力し得る。例えば、トークンベースの圧縮モジ
ュール４４は、図７Ａの動作７１４Ａに類似する第ｎのフレームのグラフィカルコマンド
トークンのセットの圧縮されていないバージョンを出力し得る。
【００９２】
　[0107]　トークン予測マップが、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセ
ットが第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットに十分に類似するこ
とを指示するとの決定に応答して（９０４の「Ｙｅｓ」分岐）、トークンベースの圧縮モ
ジュール４４は、トークンベースの圧縮を使用して第ｎのフレームのグラフィカルコマン
ドトークンのセットを符号化し得る。トークンベースの圧縮モジュール４４は、インデッ
クス値ｍに０をセットすることによって、第１のグラフィカルコマンドトークンｍを処理
し得る（９０８）。例えば、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの
グラフィカルコマンドトークンｍごとに、トークンベースの圧縮モジュール４４は、グラ
フィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンが、第ｎ－１のフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得るかどうかを決定し
得る（９１０）。
【００９３】
　[0108]　グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンが
、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得ない
場合には（９１０の「Ｎｏ」分岐）、トークンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮されたバージョン内で、グラフィ
カルコマンドトークンｍを符号化し（９１２）、グラフィカルコマンドトークンｍが、第
ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内の最後のトークンであるかどう
かを決定し得る（９１４）。
【００９４】
　[0109]　グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンが
、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得る場
合には（９１０の「Ｙｅｓ」分岐）、トークンベースの圧縮モジュール４４は、グラフィ
カルコマンドトークンｍと第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット
内の類似するグラフィカルコマンドトークンとの間のデルタを符号化し、グラフィカルコ
マンドトークンｍが第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内の最後の
トークンであるかどうかを決定し得る（９１４）。いくつかの例において、トークンベー
スの圧縮モジュール４４は、図８のフレームベースの圧縮技法に類似した技法を使用して
デルタを符号化し得る。例えば、トークンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎ－１のフ
レームのグラフィカルコマンドトークンのセット内の類似するグラフィカルコマンドトー
クン内に突き止められたデータのチャンクとは異なるグラフィカルコマンドトークンｍ内
のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストを決定し（９１
６）、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトークンのセットの圧縮されたバージョン
内で、リストと、第ｎ－１のフレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内の類似
するグラフィカルコマンドトークン内に突き止められたデータのチャンクとは異なるグラ
フィカルコマンドトークンｍ内のデータの１つまたは複数のチャンクとを符号化し得る（
９１８）。
【００９５】
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　[0110]　どの場合でも、グラフィカルコマンドトークンｍが、第ｎのフレームのグラフ
ィカルコマンドトークンのセット内の最後のトークンではない場合には（９１４の「Ｎｏ
」分岐）、トークンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマ
ンドトークンのセット内の次のグラフィカルコマンドトークンに進み（９２０）、グラフ
ィカルコマンドトークンｍ＋１に類似するグラフィカルコマンドトークンが、第ｎ－１の
フレームのグラフィカルコマンドトークンのセット内で突き止められ得るかどうかを決定
し得る（９１０）。グラフィカルコマンドトークンｍが、第ｎのフレームのグラフィカル
コマンドトークンセット内の最後のトークンである場合には（９１４の「Ｙｅｓ」分岐）
、トークンベースの圧縮モジュール４４は、第ｎのフレームのグラフィカルコマンドトー
クンのセットの圧縮されたバージョンをシンクデバイス６に出力し得る（９２２）。この
ように、トークンベースの圧縮モジュール４４は、トークンベースの圧縮を使用してグラ
フィカルコマンドトークンを圧縮し得る。
【００９６】
　[0111]　図１０は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスからストリ
ーミングビデオデータを受信するためのシンクデバイスの例の動作を示す流れ図である。
図１０の技法は、図３と図４とに示されたシンクデバイス６など、コンピューティングデ
バイスの１つまたは複数のプロセッサによって行われ得る。例示のために、図１０の技法
は、図３と図４とに示されたシンクデバイス６の文脈で説明されるが、シンクデバイス６
の構成とは異なる構成を有するコンピューティングデバイスが、図１０の技法を行い得る
。
【００９７】
　[0112]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、シンクデバイス６のストリーミング
モジュール２２は、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンとグラフ
ィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮状況の指示とをソースデバイスから受信し
得る（１００２）。いくつかの例において、グラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トは、ビデオデータの複数のフレームにそれぞれレンダリング可能とされ得るグラフィカ
ルコマンドトークンの複数のセットからのものとされ得る。いくつかの例において、グラ
フィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンは、図１のコマンドフ
レーム１００、図６Ａのコマンドフレーム６０２、または図６Ｂのコマンドフレーム６０
４などのコマンドフレーム内にカプセル化され得る。いくつかの例において、圧縮状況の
指示は、図６Ａおよび図６Ｂの予測フラグ６０６などの予測フラグとされ得る。
【００９８】
　[0113]　ストリーミングモジュール２２の圧縮タイプモジュール６１は、圧縮状況が、
グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンがフレームベース
の圧縮を使用して圧縮されているか（１００４）、トークンベースの圧縮を使用して圧縮
されているか（１００８）、または圧縮されていないか（１０１２）ということを指示す
るのかどうかを決定し得る。一例として、グラフィカルコマンドトークンの現在のセット
の受信されたバージョンと共に受信された予測フラグが、フレームベースの圧縮を指示す
る値を有する（すなわち、２５５と等しい）場合には、圧縮タイプモジュール６１は、グ
ラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、フレームベース
の圧縮を使用して圧縮されていると決定し得る。別の例として、グラフィカルコマンドト
ークンの現在のセットの受信されたバージョンと共に受信された予測フラグが、トークン
ベースの圧縮を指示する値（すなわち、２５５とは異なる値と等しい）を有する場合には
、圧縮タイプモジュール６１は、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信さ
れたバージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されていると決定し得る。別の
例として、予測フラグが、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバ
ージョンと共に受信されない場合には、圧縮タイプモジュール６１は、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、圧縮されていないと決定し得る
。別の例として、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョン
と共に受信された予測フラグが、０と等しい場合には、圧縮タイプモジュール６１は、グ
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ラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、圧縮されていな
いと決定し得る。
【００９９】
　[0114]　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、フ
レームベースの圧縮を使用して圧縮されている場合には（１００４の「Ｙｅｓ」分岐）、
ストリーミングモジュール２２は、フレームベースの再構成を使用して、グラフィカルコ
マンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成し得る（１００６）
。例えば、圧縮タイプモジュール６１は、図１１の技法に従ってフレームベースの再構成
を使用してグラフィカルコマンドトークンの前のセットに基づいてグラフィカルコマンド
トークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成するために、フレームベー
スの再構成モジュール６２を呼び出し得る。
【０１００】
　[0115]　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、ト
ークンベースの圧縮を使用して圧縮されている場合には（１００８の「Ｙｅｓ」分岐）、
ストリーミングモジュール２２は、トークンベースの再構成を使用して、グラフィカルコ
マンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成し得る（１０１０）
。例えば、圧縮タイプモジュール６１は、図１２の技法に従ってトークンベースの再構成
を使用してグラフィカルコマンドトークンの前のセットに基づいてグラフィカルコマンド
トークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成するために、トークンベー
スの再構成モジュール６４を呼び出し得る。
【０１０１】
　[0116]　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが圧縮
されていない場合（１００８の「Ｎｏ」分岐）、フレームベースの再構成の後、またはト
ークンベースの再構成の後に、ストリーミングモジュール２２は、グラフィカルコマンド
トークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンに基づいてビデオデータのフレー
ムをレンダリングし得る（１０１４）。例えば、ストリーミングモジュール２２は、グラ
フィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンに基づいてビデ
オデータのフレームをレンダリングすることをシンクデバイス６のＧＰＵ　２０にさせ得
る。いくつかの例において、ＧＰＵ　２０は、シンクデバイス６のＵＩデバイス５４のデ
ィスプレイでの出力のためにビデオデータのフレームをレンダリングし得る。
【０１０２】
　[0117]　図１１は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスから受信さ
れたストリーミングビデオデータに対してフレームベースの再構成を行うためのシンクデ
バイスの例の動作を示す流れ図である。図１１の技法は、図３と図４とに示されたシンク
デバイス６など、コンピューティングデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって行
われ得る。例示のために、図１１の技法は、図３と図４とに示されたシンクデバイス６の
文脈で説明されるが、シンクデバイス６の構成とは異なる構成を有するコンピューティン
グデバイスが、図１１の技法を行い得る。
【０１０３】
　[0118]　上で議論されるように、いくつかの例において、圧縮タイプモジュール６１は
、図１１の技法に従ってフレームベースの再構成を使用してグラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成するために、フレームベースの再
構成モジュール６２を呼び出し得る。フレームベースの再構成を行うために呼び出された
ときに、フレームベースの再構成モジュール６２は、グラフィカルコマンドトークンの現
在のセットの受信されたバージョンが、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットと
グラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間のデルタを指示すると決定し得る。例
えば、フレームベースの再構成モジュール６２は、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットの受信されたバージョンが、グラフィカルコマンドトークンの前のセット内のデ
ータのチャンクとは異なるグラフィカルコマンドトークンの現在のセット内のデータの１
つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、データの１つまたは複数
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のチャンクとを含むと決定し得る（１１０２）。
【０１０４】
　[0119]　フレームベースの再構成モジュール６２は、デルタとグラフィカルコマンドト
ークンの前のセットとに基づいてグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成
されたバージョンを生成し得る。例えば、フレームベースの再構成モジュール６２は、グ
ラフィカルコマンドトークンの前のセットのそれぞれの位置にあるデータを、グラフィカ
ルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョン内に含まれるデータの１つま
たは複数のチャンクに置換することによって、グラフィカルコマンドトークンの現在のセ
ットの再構成されたバージョンを生成し得る（１１０４）。フレームベースの再構成モジ
ュール６２は、ＧＰＵ　２０にグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成さ
れたバージョンに基づいてビデオデータのフレームをレンダリングさせるために、グラフ
ィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョンをシンクデバイス６の
ＧＰＵ　２０に出力し得る。このように、フレームベースの再構成モジュール６２は、フ
レームベースの圧縮を使用するグラフィカルコマンドトークンのセットを再構成し得る。
【０１０５】
　[0120]　図１２は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスから受信さ
れたストリーミングビデオデータに対してトークンベースの再構成を行うためのシンクデ
バイスの例の動作を示す流れ図である。図１２の技法は、図３と図４とに示されたシンク
デバイス６など、コンピューティングデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって行
われ得る。例示のために、図１２の技法は、図３と図４とに示されたシンクデバイス６の
文脈で説明されるが、シンクデバイス６の構成とは異なる構成を有するコンピューティン
グデバイスが、図１２の技法を行い得る。
【０１０６】
　[0121]　上で議論されるように、いくつかの例において、圧縮タイプモジュール６１は
、図１２の技法に従ってトークンベースの再構成を使用してグラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを生成するために、トークンベースの再
構成モジュール６４を呼び出し得る。トークンベースの再構成を行うために呼び出された
ときに、トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンドトークンの現
在のセットの受信されたバージョンが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフ
ィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予
測マップを含むと決定し得る（１２０２）。いくつかの例において、トークン予測マップ
は、符号化され得る。例えば、トークン予測マップ［１，２，０，０，３，７，８，１０
]は、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのどのグラフィカルコマンドトーク
ンがグラフィカルコマンドトークンの前のセット内に類似するグラフィカルコマンドトー
クンを有するのかを指示する非０値のベクトル［１，１，０，０，１，１，１，１］と、
トークン予測マップを再構成するために非０値のベクトルと組み合わされ得る差分非０値
のベクトル［１，１，１，４，１，２］として符号化され得る。いくつかの例において、
差分非０値のベクトルは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化され得る（例えば、
差分非０値のベクトル［１，１，１，４，１，２］は、「１」、「１」、「１」、「００
１００」、「１」、「０１０」として符号化され得る）。
【０１０７】
　[0122]　トークンベースの再構成モジュール６４は、インデックス値ｍに０をセットす
ることによって、第１のグラフィカルコマンドトークンｍを処理し得る（１２０４）。ト
ークンベースの再構成モジュール６４は、トークン予測マップに基づいて、グラフィカル
コマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドト
ークンの前のセット内で突き止められ得るかどうかを決定し得る（１２０６）。一例とし
て、トークン予測マップ内のエントリが非０である場合に、トークンベースの再構成モジ
ュール６４は、グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトーク
ンがグラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得ると決定し得る。別
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の例として、トークン予測マップ内のエントリが０である場合に、トークンベースの再構
成モジュール６４は、グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンド
トークンがグラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得ないと決定し
得る。
【０１０８】
　[0123]　グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンが
、グラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得ない場合には（１２０
６の「Ｎｏ」分岐）、トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンド
トークンの現在のセットの受信されたバージョンがグラフィカルコマンドトークンｍを含
むと決定し得る（１２０８）。例えば、トークンベースの再構成モジュール６４は、グラ
フィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョンが、グラフィカルコマ
ンドトークンｍの圧縮されていないバージョンを含むと決定し得る。
トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トの圧縮されていないバージョン内にトークンｍを含め（１２１０）、トークンｍがグラ
フィカルコマンドトークンの現在のセット内の最後のグラフィカルコマンドトークンであ
るかどうかを決定し得る（１２１２）。
【０１０９】
　[0124]　グラフィカルコマンドトークンｍに類似するグラフィカルコマンドトークンが
、グラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得る場合には（１２０６
の「Ｙｅｓ」分岐）、トークンベースの再構成モジュール６４は、上で議論されたフレー
ムベースの再構成技法に類似する技法を使用してグラフィカルコマンドトークンｍを再構
成し得る。例えば、トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンドト
ークンの現在のセットの受信されたバージョンが、グラフィカルコマンドトークンの前の
セットの突き止められた類似するトークン内のデータのチャンクとは異なるトークンｍ内
のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、グラフィカ
ルコマンドトークンの前のセットの突き止められた類似するトークン内のデータのチャン
クとは異なるトークンｍ内のデータの１つまたは複数のチャンクとを含むと決定し得る（
１２１６）。そのリストとデータの１つまたは複数のチャンクとに基づいて、トークンベ
ースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンドトークンの前のセットの突き止め
られた類似するグラフィカルコマンドトークンのそれぞれの位置にあるデータを、突き止
められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なるトークンｍ内のデータの１つ
または複数のチャンクに置換することによって、トークンｍの再構成されたバージョンを
生成し得る（１２１８）。トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョン内にグラフィカルコマンドト
ークンｍの再構成されたバージョンを含め（１２２０）、トークンｍがグラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセット内の最後のグラフィカルコマンドトークンであるかどうかを
決定し得る（１２１２）。
【０１１０】
　[0125]　どの場合でも、グラフィカルコマンドトークンｍがグラフィカルコマンドトー
クンの現在のセット内の最後のトークンではない場合には（１２１２の「Ｎｏ」分岐）、
トークンベースの再構成モジュール６４は、グラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
ト内の次のグラフィカルコマンドトークンに進み（１２１２）、グラフィカルコマンドト
ークンｍ＋１に類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドトーク
ンの前のセット内で突き止められ得るかどうかを決定し得る（１２０６）。グラフィカル
コマンドトークンｍがグラフィカルコマンドトークンの現在のセット内の最後のトークン
である場合には（９１４の「Ｙｅｓ」分岐）、トークンベースの再構成モジュール６４は
、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力し
得る（１２２２）。例えば、トークンベースの再構成モジュール６４は、ＧＰＵ　２０に
グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンに基づいて
ビデオデータのフレームをレンダリングさせるために、シンクデバイス６のＧＰＵ　２０
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にグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力し
得る。このように、トークンベースの再構成モジュール６４は、トークンベースの圧縮を
使用するグラフィカルコマンドトークンのセットを再構成し得る。
【０１１１】
　[0126]　図１３は、本開示の１つまたは複数の技法による、ソースデバイスが、通信チ
ャネルを介してシンクデバイスに圧縮されたグラフィカルコマンドを送信するように構成
される、ＷＤシステム内の例のデータフローを示す概念図である。いくつかの例において
、図１３によって示されるデータフローは、図３と図４とのＷＤシステム２内のデータフ
ローに対応し得る。
【０１１２】
　[0127]　図１３に示されているように、ソースデバイス４のアプリケーションモジュー
ル１８のうちの１つまたは複数は、例えばＧＰＵ　１２に、グラフィカルコマンドトーク
ンを出力し得る。いくつかの例において、ＧＰＵ　１２は、グラフィカルコマンドトーク
ンをビデオデータにレンダリングし、レンダリングされたビデオをＵＩデバイス３４のデ
ィスプレイに出力し得る。いくつかの例において、ＧＰＵ　１２は、グラフィカルコマン
ドトークンをレンダリングしないものとされ得る。本開示の１つまたは複数の技法によれ
ば、ストリーミングモジュール１４は、ＧＰＵ　１２の入力でグラフィカルコマンドトー
クンを取り込み得る。ストリーミングモジュール１４は、グラフィカルコマンドトークン
を処理し、圧縮されたグラフィカルコマンドトークンを通信ユニット３２に出力し得る。
例えば、ストリーミングモジュール１４は、フレームベースの符号化またはトークンベー
スの符号化の一方または両方を使用して、圧縮されたグラフィカルコマンドトークンを生
成し得る。通信ユニット３２は、圧縮されたグラフィカルコマンドトークンをシンクデバ
イス６の通信ユニット５２に出力し得る。
【０１１３】
　[0128]　通信ユニット５２は、受信された圧縮されたグラフィカルコマンドトークンを
ストリーミングモジュール２２に出力し得る。本開示の１つまたは複数の技法によれば、
ストリーミングモジュール２２は、グラフィカルコマンドトークンを生成するために圧縮
されたグラフィカルコマンドトークンを圧縮解除し、生成されたグラフィカルコマンドト
ークンをＧＰＵ　２０に出力し得る。ＧＰＵ　２０は、ストリーミングモジュール２２か
ら受信されたグラフィカルコマンドトークンをレンダリングされたビデオにレンダリング
し、レンダリングされたビデオを表示のために出力し得る。例えば、ＧＰＵ　２０は、Ｕ
Ｉデバイス５４のディスプレイでの表示のためにレンダリングされたビデオを出力し得る
。
【０１１４】
　[0129]　図１４は、本開示のもう１つの技法による、フレーム番号の関数としてデータ
レートを示すグラフである。いくつかの例において、図１４のグラフ１４００によって示
されるデータレートは、図３と図４とのソースデバイス４などのソースデバイスが、グラ
フィカルコマンドトークンとテクスチャ要素としてビデオデータを送信するときに、図３
と図４とのシンクデバイス６などのシンクデバイスへの転送のためにデータを生成し得る
レートに対応し得る。
【０１１５】
　[0130]　いくつかの例において、ピーク１４０２Ａ～１４０２Ｃ（集合的に「ピーク１
４０２」）は、テクスチャ要素を含むフレームに対応し得る。例えば、フレーム番号１、
２５、および５０は、テクスチャ要素を含み得る。図１４の例において、テクスチャ要素
を送信するのに使用されるデータの総量は、約７７ＭＢとされ得る。
【０１１６】
　[0131]　上で議論されるように、テクスチャ要素の送信に加えて、ソースデバイスはま
た、グラフィカルコマンドトークンを送信する。例えば、フレーム番号５１から１０００
は、グラフィカルコマンドトークンのセットを含み得る。図１４の例において、グラフィ
カルコマンドトークンのセットを送信するのに使用されるデータの総量は、約２４２ＭＢ
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とされ得る。従って、テクスチャ要素の送信は、データレート内のスパイクを引き起こす
ことがあるが、グラフィカルコマンドトークンの送信は、送信されるデータの全体的な量
に大きく寄与する可能性がある。
【０１１７】
　[0132]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ソースデバイスは、グラフィカルコ
マンドトークンを送信するために必要なデータの量を低減させるために１つまたは複数の
圧縮技法を実施し得る。例えば、ソースデバイスは、図７～図９の技法に従う１つまたは
複数の圧縮技法を実施し得る。同様に、シンクデバイスは、図１０～図１２の技法に従う
１つまたは複数の称賛の圧縮解除技法を実施し得る。このように、ソースデバイスおよび
シンクデバイスは、グラフィカルコマンドトークンを送信するために必要なデータの量を
低減させ得る。
【０１１８】
　[0133]　図１５は、本開示のもう１つの技法による、変化する圧縮技法を使用して、複
数のアプリケーションのビデオデータをストリーミングするのに使用されるデータの量を
示すグラフである。いくつかの例において、図１５のグラフ１５００によって示されるオ
リジナルサイズ１５０２データは、グラフィカルコマンドトークンを圧縮せずに、複数の
アプリケーション（すなわち、「Ａｎｇｒｙ　Ｂｉｒｄｓ」と「Ｆｒｕｉｔ　Ｎｉｎｊａ
　１」と「Ｆｒｕｉｔ　Ｎｉｎｊａ　２」と「Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ　１」と「Ｇｏｏ
ｇｌｅ　Ｍａｐｓ　２」と「Ｂｒｉｄｇｅｓ」と「Ｂｕｓ　Ｓｉｍｕｌａｔｏｒ」）のビ
デオデータをストリーミングするためにソースデバイスによって使用されるデータの量に
対応し得る。いくつかの例において、図１５のグラフ１５００によって示されるフレーム
ベース１５０４のデータは、グラフィカルコマンドトークンを圧縮するのにフレームベー
スの圧縮技法を使用して、複数のアプリケーションのビデオデータをストリーミングする
ためにソースデバイスによって使用されるデータの量に対応し得る。いくつかの例におい
て、図１５のグラフ１５００によって示されるトークンベース１５０６のデータは、グラ
フィカルコマンドトークンを圧縮するのにフレームベースとトークンベースの圧縮技法を
使用して、複数のアプリケーションのビデオデータをストリーミングするためにソースデ
バイスによって使用されるデータの量に対応し得る。図１５によって示されるように、フ
レームベースの技法とトークンベースの技法との一方または両方を用いてグラフィカルコ
マンドトークンを圧縮することによって、ソースデバイスは、シンクデバイスにビデオデ
ータをストリーミングするために使用されるデータの量を低減させ得る。
【０１１９】
　[0134]　図１６は、本開示のもう１つの技法による、変化する圧縮技法を使用して、複
数のアプリケーションのビデオデータをストリーミングするのに使用されるデータの量を
示すグラフである。図１６のグラフ１６００Ａは、複数のアプリケーション（すなわち、
「Ａｎｇｒｙ　Ｂｉｒｄｓ」と「Ｆｒｕｉｔ　Ｎｉｎｊａ　１」と「Ｆｒｕｉｔ　Ｎｉｎ
ｊａ　２」と「Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ　１」と「Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ　２」と「Ｂ
ｒｉｄｇｅｓ」と「Ｂｕｓ　Ｓｉｍｕｌａｔｏｒ」）のビデオデータのフレームの第１の
サブセットを送信するためにソースデバイスによって使用されるデータの異なる量を示す
。例えば、オリジナルサイズ１６０２Ａは、グラフィカルコマンドトークンを圧縮せずに
フレームの第１のサブセットをストリーミングするためにソースデバイスによって使用さ
れるデータの量を示し、圧縮されたデータ１６０４Ａは、フレームベースのグラフィカル
コマンドトークン圧縮を用いてフレームの第１のサブセットをストリーミングするために
ソースデバイスによって使用されるデータの量を示す。
【０１２０】
　[0135]　図１６のグラフ１６００Ｂは、複数のアプリケーションのビデオデータのフレ
ームの第２のサブセットをストリーミングするためにソースデバイスによって使用される
データの異なる量を示す。例えば、オリジナルサイズ１６０２Ｂは、グラフィカルコマン
ドトークンを圧縮せずにフレームの第２のサブセットを送信するためにソースデバイスに
よって使用されるデータの量を示し、圧縮されたデータ１６０４Ｂは、トークンベースの
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グラフィカルコマンドトークン圧縮を用いてフレームの第２のサブセットをストリーミン
グするためにソースデバイスによって使用されるデータの量を示す。
【０１２１】
　[0136]　ビデオデータはまた、圧縮なしで送信されるフレームの第３のサブセットを含
み得る。例えば、フレームの第３のサブセットは、トークンベースの圧縮を行うために、
ビデオデータの第１のフレームと、ビデオデータの前のフレームに十分には類似しないビ
デオデータのフレームとを含み得る。グラフ１６００Ａによって示されるデータの第１の
サブセットと、グラフ１６００Ｂによって示されるデータの第２のサブセットと、データ
の第３のサブセットとを一緒に送信するのに使用されるデータの量は、図１５によって示
されるデータの量と等しいことがある。
【０１２２】
　[0137]　以下の例は、本開示の１つまたは複数の技法を示し得る。
【０１２３】
　[0138]　例１　それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィ
カルコマンドトークンの複数のセットを取り込むことと、グラフィカルコマンドトークン
の複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの長さがグラフィカルコ
マンドトークンの複数のセットの前のセットの長さと同一であるとの決定に応答して、ソ
ースデバイスによってシンクデバイスに、グラフィカルコマンドトークンの現在のセット
の圧縮されたバージョンを出力することとを備える、ビデオデータを送信するための方法
。
【０１２４】
　[0139]　例２　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されたバージョン
は、グラフィカルコマンドトークンの前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドトー
クンの現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示する
リストと、データの１つまたは複数のチャンクとを含む、例１の方法。
【０１２５】
　[0140]　例３　リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、例１～例
２の任意の組合せの方法。
【０１２６】
　[0141]　例４　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの長さが、グラフィカル
コマンドトークンの前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、ソースデバイスに
よってシンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されていな
いバージョンを出力することをさらに備える、例１～例３の任意の組合せの方法。
【０１２７】
　[0142]　例５　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの圧縮されたバージョン
は、第１の圧縮されたバージョンであり、方法は、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前のセットの長さとは異なるとの決定
に応答して、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの
前のセット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定することと
、トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットがグラフ
ィカルコマンドトークンの前のセットに十分に類似するとの決定に応答して、ソースデバ
イスによってシンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットの第２の圧
縮されたバージョンを出力することと、トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前のセットに十分には類
似しないとの決定に応答して、ソースデバイスによってシンクデバイスにグラフィカルコ
マンドトークンの現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力することとを備える
、例１～例４の任意の組合せの方法。
【０１２８】
　[0143]　例６　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットがグラフィカルコマンド
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トークンの前のセットに十分に類似するかどうかを決定することは、類似するグラフィカ
ルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得る
グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのグラフィカルコマンドトークンのパーセ
ンテージを決定することと、パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に
応答して、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットがグラフィカルコマンドトーク
ンの前のセットに十分に類似すると決定することとを備える、例１～例５の任意の組合せ
の方法。
【０１２９】
　[0144]　例７　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの第２の圧縮されたバー
ジョンは、トークン予測マップと、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカ
ルコマンドトークンの前のセット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとの、それぞれのグラフィ
カルコマンドトークンと、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマン
ドトークンの前のセット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの現在のセ
ットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとの、グラフィカルコマンドトークン
の前のセットの突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なるそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの
位置を指示するリストおよび突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは
異なるそれぞれのトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクとを含む、例１～例６
の任意の組合せの方法。
【０１３０】
　[0145]　例８　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの特定のグラフィカルコ
マンドトークンについて、グラフィカルコマンドトークンの前のセットの特定のグラフィ
カルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの特定のグラフ
ィカルコマンドトークンと同一のトークンタイプと、グラフィカルコマンドトークンの現
在のセットの特定のグラフィカルコマンドトークンと同一のトークンデータサイズとを有
する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドトークン
の前のセット内で突き止められ得ると決定することをさらに備える、例１～例７の任意の
組合せの方法。
【０１３１】
　[0146]　例９　ソースデバイスによってシンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットの圧縮状況の指示を出力することをさらに備える、例１～例８の任意の
組合せの方法。
【０１３２】
　[0147]　例１０　メモリと、１つまたは複数のプロセッサと、それぞれビデオデータの
複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取
り込み、グラフィカルコマンドトークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの複数のセットの前のセットの長
さと同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの圧縮されたバージョンを出力するために、１つまたは複数のプロセッサに
よって実行可能な少なくとも１つのモジュールとを備えるソースデバイス。
【０１３３】
　[0148]　例１１　少なくとも１つのモジュールは、例１～例９の方法の任意の組合せを
行うために少なくとも１つのプロセッサによってさらに実行可能である、例１０のソース
デバイス。
【０１３４】
　[0149]　例１２　例１～例９の方法の任意の組合せを行うための手段を備えるソースデ
バイス。
【０１３５】
　[0150]　例１３　実行されたときに、例１～例９の方法の任意の組合せをソースデバイ
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スの１つまたは複数のプロセッサに行わせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体。
【０１３６】
　[0151]　例１４　シンクデバイスによって、ソースデバイスから、グラフィカルコマン
ドトークンの現在のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの現在のセット
の圧縮状況の指示とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの
現在のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィ
カルコマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づいて、グ
ラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの圧縮を使
用して圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット
並びにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに
基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョンを生
成することと、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョン
に基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることとを備える、ビデオデータを
受信するための方法。
【０１３７】
　[0152]　例１５　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョ
ンは、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトー
クンの前のセットの長さと同一である場合に、フレームベースの圧縮を使用して圧縮され
る、例１４の方法。
【０１３８】
　[0153]　例１６　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョ
ンは、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトー
クンの前のセットの長さとは異なる場合に圧縮されない、例１４～例１５の任意の組合せ
の方法。
【０１３９】
　[0154]　例１７　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマン
ドトークンの前のセットとの間のデルタは、グラフィカルコマンドトークンの複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前のセット内のデータのチャンクとは異なるグラフ
ィカルコマンドトークンの現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞ
れの位置を指示するリストと、データの１つまたは複数のチャンクとを含み、グラフィカ
ルコマンドの現在のセットの再構成されたバージョンを生成することは、グラフィカルコ
マンドトークンの前のセットのそれぞれの位置にあるデータをグラフィカルコマンドトー
クンの現在のセットの圧縮されたバージョンに含まれるデータの１つまたは複数のチャン
クに置換することを備える例１４～例１６の任意の組合せの方法。
【０１４０】
　[0155]　例１８　圧縮状況の指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在の
セットのバージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラフィカル
コマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間のそれぞ
れのデルタを示すと決定することと、グラフィカルコマンドトークンの前のセットとそれ
ぞれのデルタとに基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのそれぞれの
グラフィカルコマンドトークンの再構成されたバージョンを生成することとをさらに備え
る、例１４～例１７の任意の組合せの方法。
【０１４１】
　[0156]　例１９　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンは、類似
するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前のセット内で突
き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、トークン予測マップ
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が、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前のセッ
ト内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカルコマンドトークンの現在のセッ
トのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、グラフィカルコマンドトークンの
現在のセットのバージョンは、それぞれのグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンド
トークンの前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコマンドトー
クンの現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、それぞれのグラ
フィカルコマンドトークンのデルタは、グラフィカルコマンドトークンの前のセットの突
き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なるそれぞれのグラフィカル
コマンドトークン内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリ
ストと、突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なるそれぞれのト
ークン内のデータの１つまたは複数のチャンクとを含む、例１４～例１８の任意の組合せ
の方法。
【０１４２】
　[0157]　例２０　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットは、グラフィカルコマ
ンドトークンの現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前のセットに十分に類
似する場合に、トークンベースの圧縮を使用して圧縮される、例１４～例１９の任意の組
合せの方法。
【０１４３】
　[0158]　例２１　グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの受信されたバージョ
ンは、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットが、グラフィカルコマンドトークン
の前のセットに十分には類似しない場合に、圧縮されない、例１４～例２０の任意の組合
せの方法。
【０１４４】
　[0159]　例２２　メモリと、１つまたは複数のプロセッサと、ソースデバイスから、グ
ラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトーク
ンの現在のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここにおいて、グラフィカルコマンドト
ークンの現在のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能な
グラフィカルコマンドトークンの複数のセットからのものである、圧縮状況の指示に基づ
いて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンが、フレームベースの
圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答して、グラフィカルコマンドトークンの前
のセット並びにグラフィカルコマンドトークンの現在のセットとグラフィカルコマンドト
ークンの複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信された
デルタに基づいて、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージ
ョンを生成し、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットの再構成されたバージョン
に基づいてビデオデータのフレームをレンダリングするために１つまたは複数のプロセッ
サによって実行可能な少なくとも１つのモジュールとを備えるシンクデバイス。
【０１４５】
　[0160]　例２３　少なくとも１つのモジュールは、例１２～例１９の方法の任意の組合
せを行うために１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、例２２のシ
ンクデバイス。
【０１４６】
　[0161]　例２４　例１２～例１９の方法の任意の組合せを行うための手段を備えるシン
クデバイス。
【０１４７】
　[0162]　例２５　実行されたときに、例１２～例１９の方法の任意の組合せをシンクデ
バイスの１つまたは複数のプロセッサに行わせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒
体。
【０１４８】
　[0163]　例に依存して、本明細書で説明される技法のいずれかのある種の行為または事
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象が、異なるシーケンスで行われることができ、追加され、合併され、または完全に除外
され得る（例えば、説明される行為または事象の全てが、本技法の実践に必要とは限らな
い）ことが認められなければならない。その上、ある種の例では、行為または事象が、順
次にではなく同時に、例えばマルチスレッド式処理、割込み処理、または複数のプロセッ
サを介して、行われ得る。
【０１４９】
　[0164]　１つまたは複数の例では、説明される機能が、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはその任意の組合せで実施され得る。ソフトウェアで実施される場
合に、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベースの処理
ユニットによって実行され得る。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有形の
媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体または、例えば通信プロトコルに従う、ある場
所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする全ての媒体を含む通信媒
体を含み得る。このようにして、コンピュータ可読媒体は、一般に、（１）非一時的であ
る有形のコンピュータ可読記憶媒体、または（２）信号もしくは搬送波などの通信媒体に
対応し得る。データ記憶媒体は、本開示で説明される技法の実施のための命令、コード、
および／またはデータ構造を取り出すために１つもしくは複数のコンピュータまたは１つ
もしくは複数のプロセッサによってアクセス可能である全ての使用可能な媒体とされ得る
。コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含み得る。
【０１５０】
　[0165]　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク（ｄｉｓｋ）ストレージ、磁
気ディスク（ｄｉｓｋ）ストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメ
モリ、または命令もしくはデータ構造の形で所望のプログラムコードを記憶するのに使用
でき、コンピュータによってアクセス可能である任意の他の媒体を備え得る。また、全て
の接続は、当然、コンピュータ可読媒体と呼ばれる。例えば、命令が、ウェブサイト、サ
ーバ、または他のリモートソースから同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して送信される場合に、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳ
Ｌ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含ま
れる。しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波
、信号、または他の一時的媒体を含まないが、その代わりに、非一時的な有形の記憶媒体
を対象とすることを理解されたい。ディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、本明細書で
使用されたときに、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）とレーザディスク（登録商
標）（ｄｉｓｃ）と光ディスク（ｄｉｓｃ）とデジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（Ｄ
ＶＤ）とフロッピディスク（ｄｉｓｋ）とブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）
とを含み、ｄｉｓｋは、通常はデータを磁気的に再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いてデ
ータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれなけ
ればならない。
【０１５１】
　[0166]　命令は、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロ
プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル論理アレイ
（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積回路もしくはディスクリート論理回路など、１つま
たは複数のプロセッサによって実行され得る。従って、「プロセッサ」という用語は、本
明細書で使用されたときに、本明細書で説明される技法の実施に適する前述の構造または
任意の他の構造のいずれかを指し得る。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明さ
れる機能が、符号化と復号とのために構成された専用のハードウェアモジュールおよび／
またはソフトウェアモジュール内において提供され、または組み合わされたコーデック内
に組み込まれ得る。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理要素内において完
全に実施され得る。
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【０１５２】
　[0167]　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）、またはＩＣの
セット（例えば、チップセット）を含む非常に様々なデバイスまたは装置内において実施
され得る。様々な構成要素、モジュール、またはユニットは、本開示で、開示される技法
を行うように構成されたデバイスの機能的態様を強調するために説明されるが、必ずしも
異なるハードウェアユニットによる実現が必要とは限らない。そうではなく、上で説明さ
れるように、様々なユニットは、コーデックハードウェア内において組み合わされ、また
は、適切なソフトウェアおよび／もしくはファームウェアに関連して、上で説明される１
つまたは複数のプロセッサを含む相互動作するハードウェアユニットの集合によって提供
され得る。
【０１５３】
　[0168]　様々な例が説明された。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲の範疇
にある。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月19日(2017.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを送信するための方法であって、
　前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り
込むことと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットは、それ
ぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能である、
　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセットの
全長と同一であるとの決定に応答して、ソースデバイスによって、シンクデバイスにグラ
フィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長が、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの全長とは異なるとの決定に応答して、前記ソースデバイスによ
って前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮され
ていないバージョンを出力すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、前記方法は、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトー
クンの前記前のセットの前記長さとは異なるとの決定に応答して、
　　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前の
セット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定することと
、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答し
て、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの
前記現在のセットの第２の圧縮されたバージョンを出力することと、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応
答して、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
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データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの特定のグラフィカルコマンドトー
クンについて、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの特定のグラフィカルコ
マンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することをさらに備える、請求項４
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前
記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取
り込み、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットは、それぞれ
ビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能である、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセット
の全長と同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力する
　ために、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュ
ールと
　を備えるソースデバイス。
【請求項１１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１２】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項１１に記載の
ソースデバイス。
【請求項１３】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長が、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの全長とは異なるとの決定に応答して、前記少なくとも１つのモ
ジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
圧縮されていないバージョンを出力することを前記１つまたは複数のプロセッサによって
さらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
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１の圧縮されたバージョンであり、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
長さがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記長さとは異なるとの決定に
応答して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
のグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答して
、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの第２の圧縮
されたバージョンを出力し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応答
して、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮さ
れていないバージョンを出力する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項１０に
記載のソースデバイス。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　によってグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することを前記１つまたは複数
のプロセッサによって実行可能である、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのモジュールは、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの特定のグラフィカルコマンドトークンについて、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの特定のグラフィカルコマンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
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　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することを前記１つまたは複数のプ
ロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載のソースデバイス。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのモジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することを前記１つまたは複数のプロセ
ッサによってさらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１９】
　ビデオデータを受信するための方法であって、
　シンクデバイスによって、ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の
指示とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットは、前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマンドトークンの複数のセット
からのものであり、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットは、それぞれビデ
オデータの複数のフレームにレンダリング可能である、
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセット並びにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィ
カルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに基
づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることと
　を備える、方法。
【請求項２０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの全長と同一である場合に、フレームベースの圧縮を使用して圧縮され
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの全長とは異なる場合に圧縮されない、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンを生成するこ
とは、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記それぞれの位置にあるデー
タをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含
まれるデータの前記１つまたは複数のチャンクに置換することを備える
　請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
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して、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成することと
　をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、グラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似す
る場合に、トークンベースの圧縮を使用して圧縮される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットに十分には類似しない場合に、圧縮されない、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンと
グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここに
おいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、前記グラフィックス領域
におけるグラフィカルコマンドトークンの複数のセットからのものであり、グラフィカル
コマンドトークンの前記複数のセットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレン
ダリング可能である、
　　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応
答して、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセット並びにグラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフ
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ィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成し、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに
基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることを
　前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールと
　を備えるシンクデバイス。
【請求項２８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの前記それぞれの位置にあるデータをグラフィカルコマンドトークンの前記
現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含まれるデータの前記１つまたは複数のチャ
ンクに置換することによって、グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成さ
れたバージョンを生成することを前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能であ
る、
　請求項２７に記載のシンクデバイス。
【請求項２９】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定し、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項２７に
記載のシンクデバイス。
【請求項３０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
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　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、
　請求項２９に記載のシンクデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　[0168]　様々な例が説明された。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲の範疇
にある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ビデオデータを送信するための方法であって、
　それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドト
ークンの複数のセットを取り込むことと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセットの
長さと同一であるとの決定に応答して、ソースデバイスによって、シンクデバイスにグラ
フィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、前記ソースデバイスによ
って前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮され
ていないバージョンを出力すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、前記方法は、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトー
クンの前記前のセットの前記長さとは異なるとの決定に応答して、
　　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前の
セット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定することと
、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答し
て、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの
前記現在のセットの第２の圧縮されたバージョンを出力することと、
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　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応
答して、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの特定のグラフィカルコマンドトー
クンについて、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの特定のグラフィカルコ
マンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することをさらに備える、Ｃ４に記
載の方法。
［Ｃ９］
　前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前
記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンド
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トークンの複数のセットを取り込み、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセット
の長さと同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力する
　ために、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュ
ールと
　を備えるソースデバイス。
［Ｃ１１］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、Ｃ１０に記載のソースデバイス。
［Ｃ１２］
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、Ｃ１１に記載のソー
スデバイス。
［Ｃ１３］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、前記少なくとも１つのモ
ジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
圧縮されていないバージョンを出力することを前記１つまたは複数のプロセッサによって
さらに実行可能である、Ｃ１０に記載のソースデバイス。
［Ｃ１４］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
長さがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
のグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答して
、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの第２の圧縮
されたバージョンを出力し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応答
して、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮さ
れていないバージョンを出力する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ１０に記載
のソースデバイス。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
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　によってグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することを前記１つまたは複数
のプロセッサによって実行可能である、Ｃ１４に記載のソースデバイス。
［Ｃ１６］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、Ｃ１４に記載のソースデバイス。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのモジュールは、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの特定のグラフィカルコマンドトークンについて、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの特定のグラフィカルコマンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することを前記１つまたは複数のプ
ロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ１３に記載のソースデバイス。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのモジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することを前記１つまたは複数のプロセ
ッサによってさらに実行可能である、Ｃ１０に記載のソースデバイス。
［Ｃ１９］
　ビデオデータを受信するための方法であって、
　シンクデバイスによって、ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の
指示とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットは、それぞれビデオデータの複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマ
ンドトークンの複数のセットからのものである、
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット並びにグラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカル
コマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカルコマ
ンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに基
づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることと
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　を備える、方法。
［Ｃ２０］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの長さと同一である場合に、フレームベースの圧縮を使用して圧縮され
る、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの長さとは異なる場合に圧縮されない、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２２］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンを生成するこ
とは、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記それぞれの位置にあるデー
タをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含
まれるデータの前記１つまたは複数のチャンクに置換することを備える
　Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成することと
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２４］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
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データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、グラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似す
る場合に、トークンベースの圧縮を使用して圧縮される、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２６］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットに十分には類似しない場合に、圧縮されない、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンと
グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここに
おいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、それぞれビデオデータの
複数のフレームにレンダリング可能なグラフィカルコマンドトークンの複数のセットから
のものである、
　　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応
答して、グラフィカルコマンドトークンの前のセット並びにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカ
ルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成し、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに
基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることを
　前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールと
　を備えるシンクデバイス。
［Ｃ２８］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの前記それぞれの位置にあるデータをグラフィカルコマンドトークンの前記
現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含まれるデータの前記１つまたは複数のチャ
ンクに置換することによって、グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成さ
れたバージョンを生成することを前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能であ
る
　Ｃ２７に記載のシンクデバイス。
［Ｃ２９］
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
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フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定し、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ２７に記載
のシンクデバイス。
［Ｃ３０］
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む
　Ｃ２９に記載のシンクデバイス。
【手続補正書】
【提出日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを送信するための方法であって、
　グラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り込むことと、ここにおいて、前記
グラフィカルコマンドトークンの各々は、前記グラフィックス領域におけるグラフィカル
コマンドに対応し、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのうちのグラフィ
カルコマンドトークンのそれぞれのセットごとに対応する前記グラフィカルコマンドは、
ビデオデータの複数のフレームのそれぞれのフレームにレンダリング可能である、
　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークンの
現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセットの
全長と同一であるとの決定に応答して、ソースデバイスによって、シンクデバイスにグラ
フィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
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　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長が、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの全長とは異なるとの決定に応答して、前記ソースデバイスによ
って前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮され
ていないバージョンを出力すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、前記方法は、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトー
クンの前記前のセットの全長とは異なるとの決定に応答して、
　　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前の
セット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定することと
、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答し
て、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの
前記現在のセットの第２の圧縮されたバージョンを出力することと、
　　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応
答して、前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されていないバージョンを出力することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
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　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの特定のグラフィカルコマンドトー
クンについて、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの特定のグラフィカルコ
マンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することをさらに備える、請求項４
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ソースデバイスによって前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前
記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　グラフィカルコマンドトークンの複数のセットを取り込み、ここにおいて、前記グラ
フィカルコマンドトークンの各々は、前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマ
ンドに対応し、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのうちのグラフィカル
コマンドトークンのそれぞれのセットごとに対応する前記グラフィカルコマンドは、ビデ
オデータの複数のフレームのそれぞれのフレームにレンダリング可能である、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィカルコマンドトークン
の現在のセットの長さがグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットの前のセット
の長さと同一であるとの決定に応答して、シンクデバイスにグラフィカルコマンドトーク
ンの前記現在のセットの圧縮されたバージョンを出力する
　ために、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュ
ールと
　を備えるソースデバイス。
【請求項１１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットとは異なる、グラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指
示するリストと、
　データの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１２】
　前記リストは、指数ゴロムコーディングを使用して符号化される、請求項１１に記載の
ソースデバイス。
【請求項１３】
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　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの長さが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答して、前記少なくとも１つのモ
ジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
圧縮されていないバージョンを出力することを前記１つまたは複数のプロセッサによって
さらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンは、第
１の圧縮されたバージョンであり、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの
長さがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの長さとは異なるとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
のグラフィカルコマンドトークンごとに指示するトークン予測マップを決定し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似するとの決定に応答して
、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの第２の圧縮
されたバージョンを出力し、
　前記トークン予測マップに基づく、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット
がグラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分には類似しないとの決定に応答
して、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮さ
れていないバージョンを出力する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項１０に
記載のソースデバイス。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィ
カルコマンドトークンのパーセンテージを決定することと、
　前記パーセンテージがしきいパーセンテージを満たすとの決定に応答して、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセッ
トに十分に類似すると決定することと
　によってグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットがグラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセットに十分に類似するかどうかを決定することを前記１つまたは複数
のプロセッサによって実行可能である、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記第２の圧縮されたバージョン
は、
　前記トークン予測マップと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得ないグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞ
れのグラフィカルコマンドトークンごとの、前記それぞれのグラフィカルコマンドトーク
ンと、
　類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセ
ット内で突き止められ得るグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれ
のグラフィカルコマンドトークンごとの、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストおよび
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
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　を含む、請求項１４に記載のソースデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのモジュールは、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの特定のグラフィカルコマンドトークンについて、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの特定のグラフィカルコマンドトークンが、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンタイプと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記特定のグラフィカルコマンド
トークンと同一のトークンデータサイズと
　を有する場合に、類似するグラフィカルコマンドトークンが、グラフィカルコマンドト
ークンの前記前のセット内で突き止められ得ると決定することを前記１つまたは複数のプ
ロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載のソースデバイス。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのモジュールは、前記シンクデバイスにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットの圧縮状況の指示を出力することを前記１つまたは複数のプロセ
ッサによってさらに実行可能である、請求項１０に記載のソースデバイス。
【請求項１９】
　ビデオデータを受信するための方法であって、
　シンクデバイスによって、ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在
のセットのバージョンとグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の
指示とを受信することと、ここにおいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットは、グラフィカルコマンドトークンの複数のセットからのものであり、前記グラフィ
カルコマンドトークンの各々は、前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマンド
に対応し、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのうちのグラフィカルコマ
ンドトークンのそれぞれのセットごとに対応する前記グラフィカルコマンドは、ビデオデ
ータの複数のフレームのそれぞれのフレームにレンダリング可能である、
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセット並びにグラフィカルコマンドトー
クンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフィ
カルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに基
づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることと
　を備える、方法。
【請求項２０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの全長と同一である場合に、フレームベースの圧縮を使用して圧縮され
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの全長がグラフィカルコマンドトークン
の前記前のセットの全長とは異なる場合に圧縮されない、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
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、
　グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンを生成するこ
とは、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記それぞれの位置にあるデー
タをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含
まれるデータの前記１つまたは複数のチャンクに置換することを備える
　請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定することと、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成することと
　をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、グラフィカルコマンドトークン
の前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットに十分に類似す
る場合に、トークンベースの圧縮を使用して圧縮される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記受信されたバージョンは、グ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットが、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットに十分には類似しない場合に、圧縮されない、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　ソースデバイスから、グラフィカルコマンドトークンの現在のセットのバージョンと
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グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの圧縮状況の指示とを受信し、ここに
おいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットは、グラフィカルコマンドト
ークンの複数のセットからのものであり、前記グラフィカルコマンドトークンの各々は、
前記グラフィックス領域におけるグラフィカルコマンドに対応し、グラフィカルコマンド
トークンの前記複数のセットのうちのグラフィカルコマンドトークンのそれぞれのセット
ごとに対応する前記グラフィカルコマンドは、ビデオデータの複数のフレームのそれぞれ
のフレームにレンダリング可能である、
　　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセ
ットの前記バージョンが、フレームベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応
答して、グラフィカルコマンドトークンの前記前のセット並びにグラフィカルコマンドト
ークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの前記複数のセットのグラフ
ィカルコマンドトークンの前のセットとの間の受信されたデルタに基づいて、グラフィカ
ルコマンドトークンの前記現在のセットの再構成されたバージョンを生成し、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記再構成されたバージョンに
基づいてビデオデータのフレームをレンダリングすることを
　前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な少なくとも１つのモジュールと
　を備えるシンクデバイス。
【請求項２８】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットとグラフィカルコマンドトークンの
前記前のセットとの間の前記デルタは、グラフィカルコマンドトークンの前記複数のセッ
トのグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内のデータのチャンクとは異なるグ
ラフィカルコマンドトークンの前記現在のセット内のデータの１つまたは複数のチャンク
のそれぞれの位置を指示するリストと、データの前記１つまたは複数のチャンクとを含み
、
　前記少なくとも１つのモジュールは、少なくとも、グラフィカルコマンドトークンの前
記前のセットの前記それぞれの位置にあるデータをグラフィカルコマンドトークンの前記
現在のセットの前記圧縮されたバージョンに含まれるデータの前記１つまたは複数のチャ
ンクに置換することによって、グラフィカルコマンドの前記現在のセットの前記再構成さ
れたバージョンを生成することを前記１つまたは複数のプロセッサによって実行可能であ
る、
　請求項２７に記載のシンクデバイス。
【請求項２９】
　前記圧縮状況の前記指示に基づいて、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセッ
トの前記バージョンが、トークンベースの圧縮を使用して圧縮されているとの決定に応答
して、前記少なくとも１つのモジュールは、
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンが、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンとグラ
フィカルコマンドトークンの前のセットの類似するグラフィカルコマンドトークンとの間
のそれぞれのデルタを示すと決定し、
　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットと前記それぞれのデルタとに基づいて
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンド
トークンの再構成されたバージョンを生成する
　ために前記１つまたは複数のプロセッサによってさらに実行可能である、請求項２７に
記載のシンクデバイス。
【請求項３０】
　グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、類似するグラ
フィカルコマンドトークンがグラフィカルコマンドトークンの前記前のセット内で突き止
められ得るかどうかをグラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットのグラフィカル
コマンドトークンごとに指示するトークン予測マップをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
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マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ないことを指示する、グラフィカル
コマンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに
、グラフィカルコマンドトークンの前記現在のセットの前記バージョンは、前記それぞれ
のグラフィカルコマンドトークンをさらに含み、
　前記トークン予測マップが、類似するグラフィカルコマンドトークンがグラフィカルコ
マンドトークンの前記前のセット内で突き止められ得ることを指示する、グラフィカルコ
マンドトークンの前記現在のセットのそれぞれのグラフィカルコマンドトークンごとに、
前記それぞれのグラフィカルコマンドトークンの前記デルタは、
　　グラフィカルコマンドトークンの前記前のセットの前記突き止められた類似するグラ
フィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれのグラフィカルコマンドトークン内の
データの１つまたは複数のチャンクのそれぞれの位置を指示するリストと、
　　前記突き止められた類似するグラフィカルコマンドトークンとは異なる前記それぞれ
のトークン内のデータの前記１つまたは複数のチャンクと
　を含む、
　請求項２９に記載のシンクデバイス。
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